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西　

村　

実　

則

仏
教
の
基
本
的
立
場
は
さ
と
り
を
め
ざ
し
、
具
体
的
に
は
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
人
・
天
・（
阿
）
修
羅
と
い
う
六
道
輪
廻
の
世
界
か
ら
脱
す
る
こ
と
を
い
う
。

バ
ラ
モ
ン
教
が
六
道
中
の
一
つ
で
あ
る
天
界
の
最
高
神
梵
天
（
ブ
ラ
フ
マ
ン
）
と
自
分
（
我
）
と
の
合
一
を
さ
と
り
と
す
る
の
に
対
し
、
仏
教
で
は
こ
う
し
た
絶
対
神
の
存
在

を
認
め
な
い
。
し
た
が
っ
て
天
界
に
生
ま
れ
る
す
な
わ
ち
「
生
天
」
は
修
行
僧
つ
ま
り
出
家
の
究
極
目
標
で
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
社
会
生
活
を
営
む
仏
教
の
在
家
信
者
た
ち
に
対
し
て
は
死
後
、
バ
ラ
モ
ン
教
同
様
、「
生
天
」
す
る
こ
と
を
説
く
。
出
家
が
世
俗
か
ら
離
れ
て
到
達
す
る
境
地

と
社
会
で
生
産
活
動
に
従
事
す
る
在
家
者
の
そ
れ
は
異
な
る
と
す
る
。
と
も
か
く
ブ
ッ
ダ
は
在
家
者
に
は
死
後
生
天
で
き
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

す
な
わ
ち
ブ
ッ
ダ
の
教
え
に
帰
依
し
、
教
団
に
布
施
と
い
う
功
徳
を
積
み
、
基
本
的
な
戒
を
保
て
ば
、
生
天
で
き
る
と
い
う
。
出
家
者
は
六
道
輪
廻
か
ら
の
解
脱
を
め
ざ
す
の

に
対
し
、
在
家
者
が
死
後
到
達
す
る
世
界
は
天
界
と
承
認
し
た
の
で
あ
る
。
で
は
出
家
に
と
っ
て
天
界
は
無
縁
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
在
家
に

説
か
れ
た
生
天
説
が
国
王
に
ま
で
説
か
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
、
次
い
で
出
家
の
日
常
、
修
行
課
程
に
い
か
に
天
界
説
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
か
を
み
て
い
こ
う
。

一　

王
に
説
か
れ
た
生
天
論

世
俗
の
最
高
権
力
者
で
あ
る
国
王
も
在
家
に
属
す
る
。
そ
う
し
た
王
に
対
し
て
も
、
む
ろ
ん
死
後
生
天
す
る
こ
と
を
説
い
た
。
そ
の
あ
り
さ
ま
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一　

浄
飯
王
（
ス
ッ
ド
ー
ダ
ナ
）

ブ
ッ
ダ
は
さ
と
り
を
開
い
た
あ
と
、
帰
郷
し
て
親
族
と
再
会
す
る
（
そ
の
年
代
は
成
道
後
二
年
説
、
六
年
説
、
十
二
年
説
な
ど
が
あ
る（

（
（

。
そ
の
時
に
父
で
あ
る
浄
飯
王
に
対
し

一
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て
次
の
よ
う
に
い
う
。

世
尊
告
げ
て
曰
は
く
、「
大
王
享
寿
窮
り
な
か
ら
し
め
よ
。
是
の
故
に
大
王
、
当
に
正
法
を
以
て
治
化
し
、
邪
法
を
用
ふ
る
こ
と
勿
る
べ
し
。
大
王
当
に
知
る
べ
し
、
諸
有

の
正
法
を
用
つ
て
治
化
す
る
も
の
は
、
身
壊
命
終
し
て
善
処
天
上
に
生
れ
ん
」
と（

（
（

。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
正
法
に
よ
っ
て
統
治
す
れ
は
死
後
生
天
で
き
る
と
い
う
。
ブ
ッ
ダ
と
父
王
と
の
対
話
内
容
は
日
常
生
活
か
ら
生
き
方
に
至
る
ま
で
多
岐
に
渉
る
が
、
死
後
に

つ
い
て
は
は
っ
き
り
生
天
を
説
い
て
い
る
。

　
　

二　

パ
セ
ー
ナ
デ
ィ
ー
王

『
相
応
部
』
経
典
「
有
偈
篇
」
に
は
、
コ
ー
サ
ラ
国
王
パ
セ
ー
ナ
デ
ィ
ー
と
ブ
ッ
ダ
と
の
対
話
が
み
ら
れ
る
。
王
が
死
に
つ
い
て
ブ
ッ
ダ
に
問
う
の
に
対
し
、
ブ
ッ
ダ
は
次
の

よ
う
に
い
う
。

す
べ
て
命
あ
る
者
は
死
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
生
命
は
つ
い
に
は
死
に
至
る
。
か
れ
ら
は
、
な
し
た
行
為
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
赴
き
、
善
か
悪
か
の
報
い
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
。

悪
い
行
為
を
し
た
人
び
と
は
地
獄
に
、
善
の
行
為
を
し
た
人
び
と
は
よ
い
と
こ
ろ
（
善
趣
、sugati

）
に
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
よ
い
こ
と
を
し
て
、
来
世
の
た
め

に
徳
を
積
め
。
徳
は
来
世
で
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る（

（
（

。

こ
れ
に
対
応
す
る
『
雑
阿
含
経
』『
別
訳
雑
阿
含
経
』
で
は
つ
ぎ
の
と
お
り
あ
る
。

◦
一
切
衆
生
の
類
は
命
終
し
て
死
に
帰
す
る
有
り　

各
業
の
所
趣
に
随
ひ
て
善
悪
の
果
を
自
ら
受
く　

悪
業
は
地
獄
に
堕
し
善
を
爲
せ
る
は
天
に
上
昇
す　

勝
妙
の
道
を
修
習

せ
る
は
漏
尽
し
て
般
涅
槃
す　

如
来
及
び
緣
覚
佛
の
声
聞
の
弟
子
も　

か
な
ら
ず
當
に
身
命
を
捨
つ
べ
し
何
に
況
ん
や
俗
凡
夫
を
や（

（
（

。

◦
一
切
の
生
、
皆
死
し
、
寿
命
必
ず
終
り
に
帰
す
。
業
に
随
ひ
て
縁
の
報
い
を
受
く
、
善
悪
各
お
の
果
を
獲
。
福
を
修
さ
ば
天
に
上
昇
し
、
悪
を
為
さ
ば
地
獄
に
入
る
。
道
を

修
せ
ば
生
死
を
断
じ
、
永
へ
に
涅
槃
に
入
る
。（
略
）
諸
仏
、
縁
覚
と
菩
薩
及
び
声
聞
、
猶
、
無
常
の
身
を
捨
つ
、
何
に
況
ん
や
諸
の
凡
夫
を
や（

（
（

。

こ
の
内
容
に
対
応
す
る
く
だ
り
は
幾
分
時
代
は
下
る
が
、『
ウ
ー
ダ
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
』
に
も
次
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。

悪
い
行
為
を
し
た
人
び
と
は
地
獄
に
赴
き
、
よ
い
こ
と
を
し
た
人
び
と
は
よ
い
と
こ
ろ
（sadgati

）
に
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
他
の
人
び
と
（
修
行
僧
）
は
こ
の

世
で
道
を
修
め
、
煩
悩
を
捨
て
、
静
寂
に
入
る
で
あ
ろ
う（

（
（

。

「
有
偈
篇
」
以
外
に
は
、
修
行
に
よ
っ
て
涅
槃
に
赴
く
こ
と
が
付
加
さ
れ
る
が
、
王
に
は
善
の
行
為
は
善
趣
に
、
悪
の
行
為
は
悪
趣
に
と
仏
教
の
一
般
論
を
説
い
て
い
る
。
も
っ

と
も
「
有
偈
篇
」
と
『
ウ
ー
ダ
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
』
で
は
「
善
趣
」
と
す
る
だ
け
で
、「
天
」
と
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
し
か
し
地
獄
の
反
対
概
念
と
し
て
説
か
れ
る
か
ら
、
そ
れ
が

天
界
を
さ
す
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
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三　

ア
ジ
ャ
ー
タ
サ
ッ
ト
ゥ
（
阿
闍
世
）
王

『
長
部
』
経
典
「
沙
門
果
経
」
に
よ
る
と
、
生
天
に
関
し
ア
ジ
ャ
ー
タ
サ
ッ
ト
ゥ
王
に
次
の
よ
う
に
説
く
。

諸
賢
よ
、
こ
ち
ら
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
た
ち
は
、
身
に
よ
る
悪
行
が
あ
り
、
口
に
よ
る
悪
行
が
あ
り
、
意
に
よ
る
悪
行
が
あ
っ
て
、
聖
者
を
譏
り
、
邪
ま
な
見
解
を
も

ち
、
邪
ま
な
見
解
に
よ
る
業
を
引
き
受
け
て
い
る
。
か
れ
ら
は
身
体
が
滅
ん
だ
後
、
苦
処
・
悪
道
・
破
滅
の
地
獄
に
生
ま
れ
た
。
し
か
し
諸
賢
よ
、
あ
ち
ら
の
生
き
と
し
生

け
る
も
の
た
ち
は
、
身
に
よ
る
善
行
が
あ
り
、
口
に
よ
る
善
行
が
あ
り
、
意
に
よ
る
善
行
が
あ
っ
て
、
聖
者
を
譏
ら
ず
、
正
し
い
見
解
を
持
ち
、
正
し
い
見
解
に
よ
る
業
を

引
き
受
け
て
い
る
。
か
れ
ら
は
身
体
が
滅
ん
だ
後
、
善
趣
で
あ
る
天
界
に
生
ま
れ
た
と（

（
（

。

こ
こ
で
は
「
善
趣
」（sagati

）
以
外
に
は
っ
き
り
「
天
界
」(sagga ṃ

 loka ṃ
)

を
あ
げ
る
。

　
　

四　

ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
王

ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
王
が
竹
林
精
舎
を
教
団
に
寄
進
し
た
際
、
ブ
ッ
ダ
は
王
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
喜
び
の
祝
福
を
す
る
。

諸
園
の
樹
を
種
植
し　

幷
び
に
橋
梁
船
を
作
り　

園
果
と
諸
の
浴
池
と　

及
び
人
に
居
止
を
施
す
と　

是
く
の
如
き
人
等
は　

昼
夜
に
福
増
長
し　

持
戒
し
て
正
法
に
順
ず

彼
の
人
、
天
に
生
ず
る
を
得（

（
（

。

こ
れ
は
教
団
に
植
樹
や
船
を
造
っ
た
り
、
浴
池
、
園
林
を
施
す
こ
と
は
、
福
徳
増
大
し
、
死
後
生
天
で
き
る
と
い
う
も
の
。

　

五　

ミ
リ
ン
ダ
王

北
西
イ
ン
ド
を
支
配
し
た
ギ
リ
シ
ャ
の
ミ
リ
ン
ダ
王
に
対
し
て
、
当
時
の
仏
教
界
を
代
表
す
る
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
は
、

た
と
い
百
年
の
間
、
悪
を
行
っ
て
も
、
臨
終
の
時
ひ
と
た
び
仏
を
念
じ
得
た
な
ら
ば
、
そ
の
人
は
天
界
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う（

（
（

。

と
い
う
。
こ
れ
は
布
施
の
奨
励
と
無
関
係
に
、
仏
そ
の
も
の
に
帰
依
す
る
な
ら
ば
死
後
生
天
で
き
る
と
説
い
た
も
の
。

こ
の
よ
う
に
仏
教
と
は
ど
の
よ
う
な
教
え
か
ま
で
関
心
を
示
し
た
王
に
対
し
て
も
生
天
を
説
く
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
生
天
説
が
一
般
社
会
に
対
す
る
仏
教
の
公
式
見
解

で
あ
っ
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

註
（1）
水
野
弘
元
『
釈
尊
の
生
涯
』、平
成
十
年
、春
秋
社
、二
〇
二
頁
〜
二
〇
三
頁
参
照
。

（2）
『
増
一
阿
含
経
』、
大
正
蔵
二
、六
二
三
頁
中
下
。
拙
稿
「
浄
飯
王
の
晩
年
（
下
）」

（
佐
藤
良
純
教
授
古
稀
記
念
『
イ
ン
ド
文
化
と
仏
教
思
想
の
基
調
と
展
開
』
所
収
）、

平
成
十
五
年
、
山
喜
房
、
一
〇
六
頁
参
照
。

（3）SN.I.97　

中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
、神
々
と
の
会
話―

サ
ン
ユ
ッ
タ
・
ニ
カ
ー
ヤ―

』

三
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二　

出
家
と
生
天

と
こ
ろ
で
在
家
信
者
だ
け
に
説
か
れ
る
は
ず
の
生
天
説
が
、
原
始
仏
教
以
来
、
出
家
に
も
説
か
れ
た
記
述
が
多
数
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
早
く
は
宇
井
伯
寿
氏
が
、

仏
陀
が
弟
子
又
は
信
者
に
生
天
を
説
き
教
へ
た
と
な
す
阿
含
中
の
言
が
果
し
て
信
ぜ
ら
れ
得
る
か
ど
う
か
。
予
は
到
底
之
を
信
ず
る
を
得
ぬ（

（
（

。

と
、出
家
（
こ
こ
で
は
「
弟
子
」
と
あ
る
）
が
生
天
す
る
ご
と
き
は
信
じ
ら
れ
な
い
と
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
、奈
良
康
明
氏
は
仏
教
の
説
話
文
学
（
ア
ヴ
ァ
ダ
ー

ナ
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
）
類
の
上
か
ら
、

仏
教
の
説
話
文
学
の
中
に
生
天
が
一
般
仏
教
徒
の
最
大
の
理
想
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
無
数
の
証
跡
が
あ
る
。
い
や
、
比
丘
た
ち
で
さ
え
も
が
生
天
を
願
っ
て
い
た（

（
（

。

と
、
出
家
に
も
生
天
願
望
が
あ
っ
た
と
し
、
そ
れ
は
バ
ラ
モ
ン
教
で
い
う
天
界
を
涅
槃
に
「
換
骨
奪
胎
」
し
た
の
だ
と
表
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
藤
田
宏
達
氏
は
仏
教
の
修
行
道

の
上
で
不
可
欠
の
四
禅
、
四
無
色
定
、
そ
れ
に
四
沙
門
果
に
も
明
白
に
生
天
説
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
至
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
仏
教
本
来
の
立
場
か
ら
逸
脱

す
る
方
向
へ
展
開（

（
（

」
し
た
結
果
と
さ
れ
て
い
る
。

た
し
か
に
出
家
と
生
天
説
と
の
関
わ
り
は
仏
教
の
当
初
か
ら
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
原
始
経
典
の
う
ち
で
最
古
層
と
さ
れ
る
『
相
応
部
』
経
典
「
有
偈
篇
」
に
す
で
に
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
例
を
あ
げ
る
と
、
あ
る
神
と
ブ
ッ
ダ
と
の
対
話
が
あ
り
、

ブ
ッ
ダ
に
帰
依
し
た
人
び
と
は
、
す
べ
て
よ
く
な
い
と
こ
ろ
に
赴
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
れ
ら
は
人
間
の
身
体
を
離
れ
て
か
ら
、
神
の
身
体
を
満
た
す
で
あ
ろ
う（

（
（

。

と
天
界
の
神
と
い
い
、
あ
る
い
は
雨
雲
の
娘
と
の
対
話
で
も
、

誰
で
も
（
こ
の
）
尊
い
教
え
を
謗
っ
て
う
ろ
つ
く
愚
か
者
は
、
恐
ろ
し
い
叫
喚
地
獄
に
赴
い
て
、
永
い
間
苦
痛
を
受
け
る
。
し
か
し
誰
で
も
す
な
お
に
受
け
る
心
で
、
欲
望

を
鎮
め
て
こ
の
尊
い
教
え
に
近
づ
く
な
ら
ば
、
人
間
の
身
体
を
離
れ
て
か
ら
、
神
々
の
身
体
を
受
け
る
で
あ
ろ
う（

（
（

。

と
あ
る
。
こ
れ
も
来
世
は
生
天
す
る
こ
と
を
い
う
。『
相
応
部
』
経
典
「
有
偈
篇
」
そ
の
も
の
は
直
接
は
出
家
を
対
象
と
す
る
一
章
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ

こ
に
多
数
説
か
れ
る
生
天
説
は
在
家
だ
け
に
対
し
て
説
か
れ
た
も
の
と
は
到
底
思
わ
れ
な
い
。

（
岩
波
文
庫
）、
二
〇
七
〜
二
〇
八
頁
参
照
。

（4）
『
雑
阿
含
経
』、
大
正
蔵
二
、三
三
五
頁
下
。

（5）
『
別
訳
雑
阿
含
経
』、
大
正
蔵
同
、
三
九
二
頁
中
。

（6）Ud-v.1-24　

中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
真
理
の
こ
と
ば
、
感
興
の
こ
と
ば
』（
岩
波

文
庫
）、
一
六
三
頁
参
照
。

（7）D
N.I.82-83

（8）
『
四
分
律
』、
大
正
蔵
二
二
、七
九
八
頁
中
。

（9）M
il.80
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原
始
経
典
の
『
増
支
部
』
経
典
に
も
、

修
行
僧
ら
よ
、わ
た
く
し
は
こ
の
世
に
お
い
て
心
で
（
他
人
の
）
心
を
知
り
、こ
の
よ
う
に
心
の
清
い
人
を
知
る
。
こ
の
人
が
い
ま
も
し
死
ぬ
な
ら
ば
天
に
生
ま
れ
る
、ち
ょ

う
ど
執
ら
え
ら
れ
て
天
界
に
置
か
れ
る
よ
う
に
。
と
い
う
の
は
、
修
行
僧
ら
よ
、
そ
れ
は
彼
の
心
が
清
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る（

（
（

。

と
あ
る
。
こ
れ
も
出
家
に
説
か
れ
た
教
え
と
み
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。

三　

出
家
の
功
徳
と
生
天

律
典
や
論
書
に
も
出
家
が
戒
律
を
守
れ
ば
生
天
で
き
る
と
説
く
記
述
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

（1）　
『
四
分
律
比
丘
戒
本
』

出
家
が
教
団
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
る
と
月
に
二
度
、
全
員
で
戒
律
の
条
文
を
読
誦
し
た
。
そ
の
条
文
を
ま
と
め
た
『
解
脱
戒
経
』
の
序
文
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

譬
え
ば
人
の
足
を
毀
た
ん
に
、
渉
る
所
有
る
に
堪
え
ざ
る
が
如
く
、
戒
を
毀
た
ん
に
も
亦
た
是
の
如
し
。
天
・
人
に
生
ず
る
こ
と
を
得
ず
。
天
上
に
生
じ
、
若
く
は
人
間
に

生
ず
る
を
得
ん
と
欲
せ
ん
者
は
、
常
に
当
に
戒
足
を
護
り
て
毀
損
有
ら
し
む
る
こ
と
勿
る
べ
し
。

世
間
に
王
は
最
と
為
す
。
衆
流
に
海
は
最
と
為
す
。
衆
星
に
月
は
最
と
為
す
。
衆
聖
に
佛
は
最
と
為
す
。
一
切
衆
律
の
中
に
戒
経
は
上
最
と
為
す
。
如
来
は
禁
戒
を
立
て
た

ま
う
。
半
月
半
月
に
説
き
き
た
れ
り（

（
（

。

こ
の
一
節
は
、
持
戒
の
功
徳
を
讃
歎
し
た
も
の
で
、
戒
を
保
て
ば
天
界
と
人
間
界
に
生
ず
る
、
人
が
足
を
患
え
ば
、
歩
行
に
耐
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
戒
を
履
行
し
な
け
れ
ば
、

天
界
、人
間
界
に
生
ま
れ
得
な
い
。
も
し
そ
の
い
ず
れ
か
に
生
ま
れ
た
い
の
で
あ
る
な
ら
ば
、持
戒
堅
固
で
あ
れ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
こ
の
点
は
比
丘
尼
の
た
め
の
『
解

五

註
（1）
宇
井
伯
寿
『
印
度
哲
学
研
究
』
第
三
、岩
波
書
店
、昭
和
四
十
年
、一
六
一
頁
参
照
。

（2）
奈
良
康
明
「
死
後
の
世
界―
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
文
学
を
中
心
と
し
て―

」（
講
座
『
仏

教
思
想
』
第
七
巻
、
昭
和
五
十
年
、
理
想
社
）、
七
六
頁
参
照
。

（3）
藤
田
宏
達
「
原
始
仏
教
に
お
け
る
禅
定
思
想
」（
佐
藤
博
士
古
稀
記
念
『
仏
教
思

想
論
叢
』、
昭
和
四
七
年
、
山
喜
房
）、
三
〇
八
頁
参
照
。

（4）SN.I.27.　

中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
、
神
々
と
の
対
話
』（
岩
波
文
庫
）、
六
二
〜

六
三
頁
参
照
。

（5）SN.I.30.　

中
村
元
訳
、
前
掲
書
、
六
七
頁
参
照
。

（6）AN.I.9.
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脱
戒
経
』
で
も
同
文
で
あ
る
。
生
天
に
つ
い
て
は
序
文
ば
か
り
で
な
く
、
結
び
の
偈
の
上
に
も
、

明
人
は
能
く
戒
を
護
ら
ば
、
能
く
三
種
の
楽
を
得
ん
。
名
誉
及
び
利
養
、
死
し
て
天
上
に
生
ず
る
を
得
る
と
な
り（

（
（

。

と
、
再
度
、
生
天
が
強
調
さ
れ
て
結
ば
れ
る
。

　
　

（2）　

根
本
説
一
切
有
部
律

こ
の
教
団
の
伝
持
す
る
律
典
に
は
、
出
家
に
五
つ
の
利
徳
が
あ
る
と
す
る
。『
根
本
説
一
切
有
部
雑
事
』
に
は
三
個
所
（
一
つ
は
省
略
形
）
に
わ
た
っ
て
認
め
ら
れ
、
そ
れ
は
、

１
、
世
尊
説
き
た
ま
へ
る
が
如
し
、「
諸
有
智
者
は
五
利
を
見
る
が
故
に
当
に
出
家
を
楽
ふ
べ
し
。
云
何
を
か
五
と
爲
す
。
一
に
は
我
れ
自
利
を
得
て
他
有
に
共
せ
ず
、
是
故

に
智
者
は
応
に
出
家
を
求
む
べ
し
。
二
に
は
自
ら
知
る
ら
く
、
我
れ
是
れ
卑
賤
の
人
、
他
に
駆
使
せ
ら
る
ゝ
も
旣
に
し
て
出
家
せ
ん
後
は
人
の
恭
敬
讃
揚
礼
拜
を
受
け
ん
と
。

是
故
に
智
者
は
応
に
出
家
を
求
む
べ
し
。
三
に
は
当
に
安
隱
無
上
涅
槃
を
得
べ
け
ん
。
是
故
に
智
者
は
応
に
出
家
を
求
む
べ
し
。
四
に
は
此
よ
り
命
終
し
て
応
に
天
上
に
生

ず
べ
け
ん
。
是
故
に
智
者
は
応
に
出
家
を
求
む
べ
し
。
五
に
は
常
に
諸
佛
及
び
声
聞
衆
の
諸
の
勝
人
類
に
讃
歎
せ
ら
る
ゝ
所
た
り
、
是
故
に
智
者
は
善
法
律
に
於
て
応
に
出

家
を
求
む
べ
し
」
と
。

２
、
佛
の
説
き
た
ま
へ
る
が
如
し
、「
諸
の
智
慧
者
は
五
利
を
見
る
が
故
に
応
に
出
家
を
楽
ふ
べ
し
。
云
何
が
五
と
爲
す
。
一
に
は
出
家
の
功
徳
は
是
れ
我
が
自
利
に
し
て
他

有
に
共
せ
ず
、
是
故
に
智
者
は
応
に
出
家
を
求
む
べ
し
。
二
に
は
自
ら
知
る
ら
く
、
我
は
是
れ
卑
下
の
人
に
し
て
他
に
駆
使
せ
ら
る
、
既
に
し
て
出
家
せ
ん
後
は
人
の
供
養

礼
拜
称
讃
を
受
け
ん
と
。
是
故
に
智
者
は
応
に
出
家
を
求
む
べ
し
。
三
に
は
此
よ
り
命
終
し
て
応
に
天
上
に
生
じ
て
三
悪
道
を
離
る
べ
し
、
是
故
に
智
者
は
応
に
出
家
を
求

む
べ
し
。
四
に
は
捨
俗
に
由
り
て
の
故
に
生
死
を
出
離
し
て
応
に
安
隱
の
無
上
涅
槃
を
得
べ
け
ん
、
是
故
に
智
者
は
応
に
出
家
を
求
む
べ
し
。
五
に
は
常
に
諸
佛
及
び
声
聞

衆
、
諸
の
勝
上
人
の
た
め
に
讃
歎
せ
ら
れ
ん
、
是
故
に
智
者
は
応
に
出
家
を
求
む
べ
し
」
と（

（
（

。

と
あ
る
。
双
方
と
も
に
同
一
文
脈
（
順
に
異
な
り
は
あ
る
が
）
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、

一
、
出
家
の
功
徳
は
自
分
の
た
め
で
あ
る
か
ら
、
智
者
は
出
家
す
べ
き
で
あ
る
。

二
、
下
賤
な
身
分
で
あ
れ
ば
、
人
か
ら
忌
避
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
し
か
し
出
家
は
反
対
に
尊
敬
さ
れ
、
称
讃
さ
れ
、
礼
拝
さ
れ
る
。

三
、
出
家
す
れ
ば
安
穏
で
、
こ
の
上
な
き
涅
槃
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
死
後
、
天
界
に
生
ま
れ
、
三
悪
道
に
堕
ち
る
こ
と
が
な
い
。

五
、
諸
仏
、
修
行
者
た
ち
か
ら
讃
歎
さ
れ
る
。

と
な
る
。
こ
う
し
た
出
家
者
に
備
わ
る
五
利
は
『
雑
事
』
ば
か
り
で
な
く
、『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
出
家
事
』
に
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

世
尊
説
き
た
ま
へ
る
が
如
し
、「
能
く
出
家
せ
ん
者
は
五
種
の
利
益
あ
り
。
云
何
が
五
と
爲
す
。
一
に
は
出
家
の
功
徳
、
是
れ
我
が
自
利
に
し
て
他
有
に
共
せ
ず
、
是
故
に

六
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智
者
は
応
に
出
家
を
求
む
べ
し
。
二
に
は
自
ら
知
る
ら
く
、
我
は
是
れ
卑
下
の
人
に
し
て
他
の
た
め
に
駆
使
せ
ら
れ
た
る
も
、
既
に
し
て
出
家
せ
る
後
は
人
の
供
養
・
礼
拜
・

称
讃
を
受
く
る
な
り
と
。
是
故
に
智
者
は
応
に
出
家
を
求
む
べ
し
。
三
に
は
此
よ
り
命
終
せ
ん
に
応
に
天
上
に
生
じ
て
三
悪
道
を
離
る
べ
し
、
是
故
に
智
者
は
応
に
出
家
を

求
む
べ
し
。
四
に
は
捨
俗
に
由
り
て
の
故
に
生
死
を
出
離
し
て
応
に
安
隱
の
無
上
涅
槃
を
得
べ
し
、
是
故
に
智
者
は
応
に
出
家
を
求
む
べ
し
。
五
に
は
常
に
諸
佛
及
び
声
聞

衆
の
諸
の
勝
上
人
の
讃
歎
す
る
所
と
爲
る
な
り
、
是
故
に
智
者
は
応
に
出
家
を
求
む
べ
し
」
と（

（
（

。

た
だ
こ
れ
ら
の
内
容
は
い
ず
れ
も
ブ
ッ
ダ
が
説
い
た
と
い
う
伝
聞
の
形
で
示
さ
れ
る
。
し
か
し
根
本
有
部
律
が
成
立
し
た
頃
に
は
ブ
ッ
ダ
の
教
え
が
こ
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
、

出
家
に
は
生
天
の
み
な
ら
ず
涅
槃
と
い
う
双
方
の
功
徳
が
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　

（3）　
『
解
脱
道
論
』

五
世
紀
中
葉
に
セ
イ
ロ
ン
で
著
わ
さ
れ
た
教
義
大
成
書
に
『
清
浄
道
論
』
が
あ
る
が
、
そ
の
祖
型
と
さ
れ
る
『
解
脱
道
論
』
に
は
戒
一
般
の
功
徳
に
つ
い
て
、

復
た
次
に
、
戒
を
名
づ
け
て
是
れ
無
過
の
楽
、
是
れ
衆
姓
の
上
、
是
の
財
を
富
貴
と
為
す
。
是
の
処
を
仏
地
と
為
す
。
是
れ
水
無
き
に
浴
す
な
り
。
是
れ
香
普
ね
く
薫
ず
る

な
り
。
是
れ
影
の
形
に
随
う
な
り
。
是
れ
繖か
さ

の
覆
う
可
き
を
覆
う
な
り
。
是
れ
聖
種
な
り
。
是
れ
学
の
無
上
な
り
。
是
れ
善
趣
の
道
な
り（

（
（

。

と
あ
る
。
こ
れ
も
持
戒
が
「
善
趣
」
に
至
る
道
つ
ま
り
生
天
の
道
と
説
く
も
の
で
あ
る
。

（4）　
『
清
浄
道
論
』

こ
の
教
義
書
で
は
戒
に
つ
い
て
そ
の
功
徳
を
出
家
、
在
家
お
の
お
の
に
説
明
す
る
。
ま
ず
在
家
が
戒
を
守
る
こ
と
に
は
五
功
徳
が
あ
る
と
い
う
。

在
家
信
者
た
ち
よ
、
戒
を
保
つ
持
戒
者
に
こ
れ
ら
の
五
功
徳
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
五
つ
か
。
在
家
信
者
た
ち
よ
、
こ
こ
に
戒
を
保
つ
持
戒
者
は
不
放
逸
に
よ
っ
て
大
い
な

る
財
物
を
得
る
。
こ
れ
は
戒
を
保
つ
持
戒
者
の
第
一
の
功
徳
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
在
家
信
者
た
ち
よ
、
戒
を
保
つ
持
戒
者
に
は
名
声
が
高
ま
る
。
こ
れ
が
戒
を
保
つ
持
戒

者
の
第
二
の
功
徳
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
在
家
信
者
た
ち
よ
、
戒
を
保
つ
持
戒
者
は
ど
の
よ
う
な
集
ま
り
に
近
づ
い
て
も
、
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
の
集
ま
り
、
バ
ラ
モ
ン
、
在
家

信
者
、
沙
門
に
近
づ
い
て
も
畏
れ
る
こ
と
な
く
狼
狽
す
る
こ
と
も
な
い
。
こ
れ
が
戒
を
保
つ
持
戒
者
の
第
三
の
功
徳
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
在
家
信
者
た
ち
よ
、
戒
を
保
つ

持
戒
者
は
混
濁
な
く
命
終
す
る
。
こ
れ
戒
を
保
つ
持
戒
者
の
第
四
の
功
徳
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
在
家
信
者
た
ち
よ
、
戒
を
保
つ
持
戒
者
は
身
体
が
壊
れ
死
ん
だ
後
も
善
い

と
こ
ろ
、
天
界
に
生
ま
れ
る
。
こ
れ
戒
を
保
つ
持
戒
者
の
第
五
の
功
徳
で
あ
る（

（
（

。

ち
な
み
に
こ
れ
に
対
応
す
る
五
功
徳
は
涅
槃
経
類
に
も
あ
り
、
生
天
に
関
す
る
く
だ
り
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

◦
五
に
は
、
身
が
壊
れ
、
命
終
り
て
の
ち
必
ず
天
上
に
生
ま
れ
ん
（『
遊
行
経（

（
（

』）

◦
五
に
は
自
ら
検
し
摂
す
れ
ば
、
身
死
し
て
神
は
天
上
福
地
に
生
ず
（『
般
泥
洹
経（

（
（

』）

七
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◦
ま
た
次
に
、
バ
ラ
モ
ン
や
在
家
信
者
た
ち
よ
、
怠
惰
で
な
け
れ
ば
精
進
努
力
の
ゆ
え
に
、
身
体
が
壊
れ
て
死
ん
だ
後
も
、
善
い
と
こ
ろ
、
天
界
、
神
々
の
う
ち
に
生
ま
れ
る
。

怠
惰
で
な
い
な
ら
ば
、
精
進
努
力
の
ゆ
え
に
、
身
体
が
壊
れ
て
死
ん
だ
後
も
、
善
い
と
こ
ろ
、
天
界
、
神
々
の
う
ち
に
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
怠
惰
で
な
い
場
合
の
第

五
の
す
ぐ
れ
た
点
で
あ
る（

（
（

。

一
方
、
出
家
が
戒
を
守
る
功
徳
に
つ
い
て
、

あ
の
雨
雲
を
持
つ
風
も
、ま
た
黄
金
の
栴
檀
も
、ネ
ッ
ク
レ
ス
も
、さ
ま
ざ
ま
な
宝
珠
も
、映
え
る
月
光
も
、こ
の
世
の
衆
生
が
固
く
護
る
患
ら
い
を
鎮
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

そ
れ
を
こ
の
究
極
で
清
涼
で
あ
る
聖
な
る
戒
が
よ
く
鎮
め
る
。
順
風
で
あ
ろ
う
と
逆
風
で
あ
ろ
う
と
、
等
し
く
薫
る
か
の
戒
香
に
等
し
い
香
な
ど
ど
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。

天
に
導
び
く
階
段
あ
る
い
は
涅
槃
の
都
に
入
る
門
で
、
戒
に
等
し
い
も
の
は
ほ
か
に
あ
ろ
う
か（

（（
（

。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
涅
槃
の
都
に
入
る
こ
と
と
並
ん
で
生
天
が
説
か
れ
る
。
こ
こ
で
も
戒
を
保
つ
出
家
は
生
天
が
叶
う
と
さ
れ
て
い
る
。

四　

諸
徳
目
に
み
る
生
天

出
家
と
生
天
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
徳
目
の
う
ち
に
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
以
下
、
Ａ
天
随
念
、
Ｂ
五
不
還
、
Ｃ
五
浄
居
天
、
Ｄ
七
識
住
、
Ｅ
九
有

情
居
、
Ｆ
四
無
量
心
、
Ｇ
四
禅
、
Ｈ
四
無
色
定
、
Ｉ
四
沙
門
果
の
順
に
あ
げ
て
み
た
い
。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
Ｄ
七
識
住
、
Ｅ
九
有
情
居
は
有
情
一
般
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
そ
の
内
容
は
出
家
と
も
不
可
分
ゆ
え
、
こ
こ
に
と
り
上
げ
た
い
。

註
（1）
『
四
分
律
比
丘
戒
本
』、
大
正
蔵
二
二
、一
〇
一
五
頁
中
。『
四
分
僧
戒
本
』、
大
正

蔵
同
、
一
〇
二
三
頁
上
中
。

（2）『
四
分
律
比
丘
戒
本
』、大
正
蔵
同
、一
〇
二
二
頁
下
。『
四
分
僧
戒
本
』、大
正
蔵
同
、

一
〇
三
〇
頁
中
。

（3）
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
』、大
正
蔵
二
四
、二
四
四
頁
中
。
二
七
六
頁
下
、

二
七
七
頁
中
。

（4）
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
出
家
事
』、
大
正
蔵
二
三
、一
〇
三
六
頁
下
。

（5）
『
解
脱
道
論
』、
大
正
蔵
三
二
、四
〇
一
頁
上
。

（6）Vism.9.

（7）
『
長
阿
含
経
』、
大
正
蔵
一
、十
二
頁
中
。

（8）
『
般
泥
洹
経
』、
大
正
蔵
同
、
一
七
七
頁
下
。

（9）M
PS.S.138.　

中
村
元
『
遊
行
経
』
上
、
仏
典
講
座
、
大
蔵
出
版
、
昭
和
五
九
年
、

一
六
五
頁
参
照
。

（10）Vism.10.

八



初
期
イ
ン
ド
仏
教
に
み
る
天
界
と
出
家

　

Ａ　

天
随
念

天
随
念
す
な
わ
ち
生
天
を
念
ず
る
こ
と
は
出
家
に
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
『
増
支
部
』
経
典
の
次
の
く
だ
り
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

ま
た
次
に
、
マ
ハ
ー
ナ
ー
マ
よ
、
聖
弟
子
（
仏
弟
子
）
は
天
随
念
を
修
し
て
、
四
天
王
が
あ
り
、
三
十
三
天
が
あ
り
、
夜
摩
天
が
あ
り
、
兜
率
天
が
あ
り
、
楽
変
化
天
が
あ

り
、
他
化
自
在
天
が
あ
り
、
梵
衆
天
が
あ
り
、
そ
の
上
の
天
が
あ
る
と（

（
（

。

こ
こ
で
は
明
ら
か
に
仏
弟
子
に
よ
る
「
天
随
念
」
が
説
か
れ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
部
派
仏
教
の
教
義
書
『
集
異
門
足
論
』
に
も
、

云
何
が
天
随
念
な
る
や
。
答
ふ
、
世
尊
の
説
く
が
如
し
。
芯
芻
当
に
知
る
べ
し
、
聖
弟
子
有
り
、
是
く
の
如
き
相
を
以
て
、
諸
天
を
随
念
す（

（
（

。

と
あ
り
、
や
は
り
仏
弟
子
に
対
し
て
説
か
れ
る
。
南
方
の
『
清
浄
道
論
』
で
は
十
随
念
の
理
論
の
冒
頭
に
、

次
に
不
浄
（
業
処
）
の
す
ぐ
後
に
あ
げ
ら
れ
た
十
随
念
［
業
処
］
に
お
い
て
、［
随
念
と
は
］
念
が
し
ば
し
ば
生
起
す
る
ゆ
え
に
、
す
な
わ
ち
随
念
と
い
う
。
ま
た
は
生
起

す
べ
き
処
に
お
い
て
の
み
起
る
ゆ
え
に
、
信
あ
り
て
出
家
し
た
善
男
子
に
好
適
な
念
と
い
う
の
も
随
念
で
あ
る（

（
（

。

と
あ
る
。「
出
家
し
た
善
男
子
」
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
出
家
の
こ
と
で
あ
る
。
十
随
念
中
、
た
と
え
ば
「
仏
随
念
」
に
つ
い
て
み
る
と
、

こ
う
し
て
こ
れ
ら
十
随
念
の
う
ち
、
ま
ず
仏
随
念
を
修
習
し
よ
う
と
思
い
、
証
浄
（
不
壊
浄
）
を
体
得
し
た
ヨ
ー
ガ
行
者
は
、
相
応
し
い
住
所
に
閑
居
し
思
惟
し
て
、
か
の

世
尊
を
阿
羅
漢
と
も
い
い
、
等
正
覚
者
、
明
行
足
、
善
逝
、
世
間
解
、
無
上
師
、
調
御
丈
夫
、
天
人
師
、
仏
、
世
尊
（
と
も
い
う
）
と
こ
の
よ
う
に
仏
世
尊
の
多
く
の
徳
を

随
念
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
随
念
の
方
法
は
次
の
よ
う
で
あ
る
、「
か
の
世
尊
を
阿
羅
漢
と
も
い
い
、
等
正
覚
者
と
も
い
い
、
…
…
世
尊
と
も
い
う
」
と
随
念
す
る（

（
（

。

と
あ
り
、
こ
こ
に
は
「
仏
随
念
」
を
修
め
る
ヨ
ー
ガ
行
者
と
あ
る
。
こ
う
し
た
ヨ
ー
ガ
行
者
は
さ
と
り
に
達
す
る
こ
と
が
な
く
て
も
、
来
世
に
は
必
ず
善
趣
に
生
ま
れ
る
点
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

次
に
こ
の
仏
随
念
を
励
む
修
行
僧
は
師
を
尊
敬
し
随
順
し
、
信
の
広
大
さ
、
念
の
広
大
さ
、
知
慧
の
広
大
さ
、
福
徳
の
広
大
さ
に
達
し
、
喜
悦
多
く
、
畏
れ
恐
怖
を
克
服
し
、

苦
に
と
ど
ま
り
、師
（
で
あ
る
仏
）
と
共
に
あ
る
想
い
を
獲
得
し
、ま
た
仏
徳
随
念
が
（
彼
の
身
に
）
あ
る
彼
の
身
体
は
祠
の
よ
う
に
供
養
（
を
受
け
る
）
に
値
し
、（
彼
の
）

心
は
仏
地
に
向
か
い
、
罪
を
起
こ
す
よ
う
な
対
象
に
接
し
た
ら
顔
前
に
師
を
見
る
か
の
よ
う
に
、
彼
に
慚
愧
が
現
れ
る
。
ま
た
上
位
に
到
達
し
な
い
者
で
も
、
来
世
は
よ
い

と
こ
ろ
に
達
す
る（

（
（

。

あ
る
い
は
「
戒
随
念
」
を
例
に
と
る
と
、
や
は
り
善
趣
ま
で
は
（
さ
と
り
で
は
な
い
）
到
達
で
き
る
と
い
う
。

次
に
こ
の
戒
随
念
を
励
む
修
行
僧
は
（
戒
）
学
を
尊
重
し
随
順
し
、（
持
戒
者
と
）
同
様
の
生
活
が
あ
り
、
慇
懃
を
怠
ら
ず
、
自
責
な
ど
に
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
わ
ず
か
な

罪
に
も
怖
れ
を
見
つ
め
、
信
な
ど
の
広
大
な
る
を
獲
得
し
、
喜
悦
が
増
大
す
る
。
ま
た
上
位
に
到
達
し
な
い
者
で
も
来
世
は
善
趣
に
達
す
る（

（
（

。

生
天
と
い
う
点
は
、
こ
の
「
戒
随
念
」
の
く
だ
り
に
も
説
か
れ
る
。
も
と
よ
り
「
天
随
念
」
そ
の
も
の
が
、

次
に
こ
の
天
随
念
を
励
む
修
行
僧
は
、
諸
天
に
愛
さ
れ
悦
ば
れ
、
い
っ
そ
う
信
な
ど
の
広
大
さ
を
獲
得
し
、
喜
悦
が
増
大
す
る
。
ま
た
上
位
に
到
達
し
な
い
者
で
も
来
世
は

九



大
正
大
學
研
究
紀
要　

第
九
十
四
輯

善
趣
に
達
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
智
慧
者
は
こ
の
よ
う
に
大
威
力
の
あ
る
天
随
念
に
よ
っ
て
常
に
不
放
逸
を
行
う
べ
き
で
あ
る（

（
（

。

と
示
さ
れ
る
。
従
来
、「
天
随
念
」
は
在
家
の
志
向
す
る
と
こ
ろ
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
「
天
随
念
」
と
い
え
ど
も
出
家
の
志
向
す
る
徳
目
で
あ
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

Ｂ
、
五
不
還

「
五
不
還
」
は
修
行
し
た
も
の
の
、最
後
の
境
地
で
あ
る
阿
羅
漢
果
に
達
す
る
こ
と
な
く
命
終
し
た
者
を
三
界
説
と
煩
悩
の
有
無
に
よ
っ
て
五
種
（
中
般
涅
槃
者
、生
般
涅
槃
者
、

有
行
般
涅
槃
者
、
無
行
般
涅
槃
者
、
上
流
般
涅
槃
者
）
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
試
み
に
最
後
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
上
流
般
涅
槃
者
」
を
定
義
し
た
『
集
異
門
足
論
』
を
あ

げ
て
み
よ
う
。

云
何
が
上
流
補
特
伽
羅
な
る
。
答
ふ
、
諸
有
の
補
特
伽
羅
の
、
即
ち
現
法
に
於
い
て
、
五
順
下
分
結
は
巳
断
巳
遍
知
な
る
も
、
五
順
上
分
結
は
未
断
未
遍
知
に
し
て
、
乃
至
、

雜
修
の
世
俗
の
第
四
靜
慮
に
現
入
し
、
将
に
命
終
せ
ん
と
す
る
時
、
三
靜
慮
を
退
し
て
、
初
靜
慮
に
住
し
、
命
終
に
臨
む
時
、
造
作
増
長
し
て
、
異
熟
業
を
起
し
、
及
び
異

熟
業
を
生
じ
、
身
壊
命
終
し
て
、
彼
の
色
界
天
の
中
有
を
起
し
巳
り
て
、
往
い
て
色
界
の
梵
衆
天
の
中
に
生
じ
、
生
じ
巳
り
て
、
後
時
に
、
世
俗
の
第
二
靜
慮
に
現
入
し
、

命
終
に
臨
む
時
、造
作
増
長
し
て
、異
熟
業
を
起
し
、及
び
異
熟
業
を
生
じ
、身
壊
命
終
し
て
、彼
の
色
界
天
の
中
有
を
起
し
巳
り
て
、
往
い
て
色
界
の
光
音
天
の
中
に
生
ず（

（
（

。

こ
れ
は
第
四
靜
慮
の
段
階
で
命
終
る
時
は
初
靜
慮
に
戻
り
、
そ
の
後
再
び
命
終
る
と
き
、
色
界
の
梵
衆
天
に
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
命
終
す
る
時
、
色
界
の
光
音
天
に
生
ま
る
と

す
る
。
あ
る
い
は
、

生
じ
巳
り
て
、
後
時
に
、
上
々
品
の
最
極
円
滿
の
雜
修
の
世
俗
の
第
四
靜
慮
に
入
り
、
命
終
に
臨
む
時
、
造
作
増
長
し
て
、
異
熟
業
を
起
し
、
及
び
異
熟
業
を
生
じ
、
身
壊

命
終
し
て
、
彼
の
色
界
天
の
中
有
を
起
し
巳
り
て
、
往
い
て
色
界
の
色
究
竟
天
に
生
じ
、
生
じ
終
り
て
、
後
時
に
、
方
さ
に
如
是
の
無
漏
の
道
力
を
得
、
進
ん
で
、
余
の
結

を
断
じ
、
無
余
依
涅
槃
界
に
入
る（

（
（

。

と
、
や
は
り
第
四
靜
虜
で
命
終
え
た
者
は
色
界
最
高
位
の
色
究
竟
に
生
ま
れ
、
無
余
依
涅
槃
界
に
入
る
と
い
う
。
個
々
の
項
目
は
と
も
か
く
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
五
不
還
」
お
の

お
の
に
「
余
の
結
（
煩
悩
）
を
断
じ
て
般
涅
槃
す（

（
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
修
行
段
階
と
死
後
の
生
天
と
が
結
合
し
、
す
べ
て
の
煩
悩
を
滅
す
れ
ば
涅
槃
に
達
す
る
と
い
う
点
は
明
ら

註
（1）AN.

Ⅲ.287

（2）
『
集
異
門
足
論
』、
大
正
蔵
二
六
、四
三
三
頁
上
中
。

（3）Vism.197.

（4）Vism.198.

（5）Vism.212-213.

（6）Vism.222.

（7）Vism.226.
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。

Ｃ
、
五
浄
居
天

「
五
浄
居
天
」
は
色
界
第
四
禅
中
、
無
煩
天
、
無
熱
天
、
善
現
天
、
善
見
天
、
色
究
竟
天
の
五
つ
を
い
い
、
そ
こ
が
清
浄
な
住
処
つ
ま
り
「
浄
居
」
と
い
う
も
の
。「
聖
者
」
は

「
凡
夫
」（
異
生
）
の
あ
り
方
を
脱
し
、「
浄
居
天
」
に
生
ず
る
こ
と
を
願
う
と
さ
れ
る
。

復
次
に
、
聖
者
は
異
生
と
共
生
す
る
の
処
を
厭
患
す
る
が
故
に
、
浄
居
に
生
ぜ
ん
こ
と
を
求
む
な
り
。
若
し
下
地
に
も
浄
居
有
り
と
せ
ば
、
便
ち
異
生
と
共
生
す
る
処
所
を

厭
離
す
る
こ
と
能
は
ず
、
上
の
処
所
に
於
て
未
だ
染
を
離
れ
ざ
る
が
故
に
。
復
次
に
聖
者
は
異
生
の
受
生
す
る
処
所
を
超
え
ん
と
欲
す
る
が
故
に
浄
居
に
生
ず
。
若
し
下
地

に
浄
居
有
り
と
せ
ば
、
便
ち
異
生
の
受
生
の
処
所
を
超
過
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
が
爲
な
り
。
上
に
於
て
猶
異
生
の
処
有
る
が
故
に
。
復
次
に
、
聖
者
は
災
患
の
処
を
厭
ふ
が

故
に
、
浄
居
に
生
ぜ
ん
こ
と
を
求
む（

（
（

。

次
の
く
だ
り
は
静
慮
（
三
昧
）
の
修
し
方
次
第
で
、

問
ふ
、
頗
し
靜
慮
を
雜
修
し
て
浄
居
に
生
ぜ
ざ
る
も
の
有
り
や
。
答
ふ
、
有
り
。
謂
く
、
靜
慮
を
雜
修
し
已
り
て
或
は
現
法
の
般
涅
槃
を
成
じ
、
或
は
退
し
て
下
地
に
生
じ
、

或
は
進
み
て
無
色
界
に
生
ず
。
此
を
浄
居
を
楽
は
ず
し
て
而
も
靜
慮
を
雜
修
す
る
者
と
い
ふ
。
問
ふ
、
頗
し
、
五
品
の
雜
修
靜
慮
を
具
起
し
て
而
も
無
雲
天
等
に
生
ず
る
も

の
有
り
や
。
答
ふ
、
有
り
。
謂
く
、
有
る
は
、
先
に
無
雲
に
生
じ
、
次
い
で
福
生
に
生
じ
、
次
い
で
広
果
に
生
じ
、
後
、
乃
ち
次
第
し
て
五
浄
居
に
生
ず
る
も
の
な
り（

（
（

。

と
、生
ま
れ
な
い
者
、涅
槃
者
、下
位
の
天
界
、無
色
界
に
生
ず
る
者
ま
で
あ
る
と
い
う
。「
五
浄
居
天
」に
生
ま
れ
る
方
法
に
は「
靜
慮
」ば
か
り
で
な
く「
業
」に
よ
る
場
合
も
あ
る
。

試
み
に
「
靜
慮
」
と
「
業
」
の
双
方
と
す
る
見
解
を
あ
げ
て
み
る
と
、

如
是
説
者
は
い
ふ
、「
亦
は
業
力
に
も
由
り
、
亦
は
雜
修
靜
慮
に
も
由
る
な
り
。
謂
く
、
思
業
の
現
前
す
る
こ
と
有
り
と
雖
も
、
若
し
、
靜
慮
を
雜
修
せ
ず
ん
ば
、
則
ち
彼

に
生
ず
る
こ
と
を
得
ず
、
靜
慮
を
雜
修
す
る
こ
と
有
り
と
雖
も
、
若
し
思
業
の
現
前
す
る
こ
と
無
く
ん
ば
、
亦
、
彼
に
生
ず
る
こ
と
を
得
ず
。
是
の
故
に
、
要
ず
、
思
業
の

牽
引
と
雜
修
靜
慮
と
あ
り
て
、
其
を
し
て
決
定
し
て
方
に
彼
に
生
ず
る
こ
と
を
得
せ
し
む
る
な
り
」
と（

（
（

。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
業
」
と
は
「
思
業
」
と
あ
る
か
ら
、あ
え
て
心
の
あ
り
方
を
別
種
類
と
し
て
重
視
し
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
五
浄
居
天
」
は
涅
槃
と
も
あ
る
か
ら
、

在
家
だ
け
で
な
く
出
家
も
め
ざ
す
清
浄
な
天
界
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

一
一

註
（1）
『
集
異
門
足
論
』、
大
正
蔵
二
六
、四
二
六
頁
中
。

（2）
『
集
異
門
足
論
』、
大
正
蔵
同
、
四
二
六
頁
下
。

（3）
『
集
異
門
足
論
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Ｄ　

七
識
住

心
（「
識
」）
が
ど
の
天
界
に
止
ま
る
か
を
分
類
し
た
教
説
に
「
七
識
住
」
が
あ
る
。『
長
部
』
経
典
「
大
縁
経
」
に
示
さ
れ
る
も
の
は
、

ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
か
の
識
住
は
七
、
処
は
二
で
あ
る
。
七
と
は
何
か
。
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
種
々
な
身
体
、
種
々
な
想
の
あ
る
衆
生
、
た
と
え
ば
人
間
と
一
部
の
天
人
と
一
部

の
堕
地
獄
者
で
、
こ
れ
が
第
一
識
住
で
あ
る
。

ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
種
々
な
身
体
、
一
部
の
想
の
あ
る
衆
生
、
た
と
え
ば
初
禅
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
梵
衆
天
で
、
こ
れ
が
第
二
識
住
で
あ
る
。

ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
一
部
の
身
体
、
種
々
な
想
の
あ
る
衆
生
、
た
と
え
ば
光
音
天
で
、
こ
れ
が
第
三
識
住
で
あ
る
。

ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
一
部
の
身
体
、
種
々
な
想
の
あ
る
衆
生
、
た
と
え
ば
遍
浄
天
で
、
こ
れ
が
第
四
識
住
で
あ
る
。

ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
す
べ
て
の
色
想
を
超
え
、
有
対
の
想
を
超
え
、
種
々
の
想
を
想
わ
ず
、「
空
は
無
辺
で
あ
る
」
と
思
い
「
空
無
辺
処
」
に
生
ま
れ
る
衆
生
が
あ
り
、
こ
れ

が
第
五
識
住
で
あ
る
。

ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
す
べ
て
の
「
空
無
辺
処
」
を
超
え
、「
識
は
無
辺
で
あ
る
」
と
思
い
、「
識
無
辺
処
」
に
生
ま
れ
る
衆
生
が
あ
り
、
こ
れ
が
第
六
識
住
で
あ
る
。

ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
す
べ
て
の
「
識
無
辺
処
」
を
超
え
、「
い
か
な
る
も
の
も
な
い
」
と
思
い
「
無
所
有
処
」
に
生
ま
れ
る
衆
生
が
あ
り
、
こ
れ
が
第
七
識
住
で
あ
る
。

（
二
処
と
は
、
第
一
に
）
無
想
衆
生
処
、
第
二
に
非
想
非
々
想
処
で
あ
る（

（
（

。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
出
家
と
明
示
さ
れ
な
い
が
、
対
応
す
る
漢
訳
『
長
阿
含
経
』「
大
縁
方
便
経
」
に
み
ら
れ
る
第
一
識
住
は
、

阿
難
、
若
し
比
丘
0

0

は
初
識
住
を
知
り
、
集
を
知
り
、
滅
を
知
り
、
味
を
知
り
、
過
を
知
り
、
出
要
を
知
ら
ば
、
如
実
に
知
見
せ
ん
。（
略
）
阿
難
、
若
し
比
丘
0

0

は
七
識
住
を
知
り
、

集
を
知
り
、
滅
を
知
り
、
味
を
知
り
、
過
を
知
り
、
出
要
を
知
ら
ば
如
実
に
知
見
せ
ん（

（
（

。

と
あ
り
、
修
行
僧
に
説
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
識
が
止
ま
る
の
に
適
さ
な
い
場
所
は
、
た
と
え
ば
『
倶
舎
論
』
に
、

こ
の
う
ち
識
住
と
は
何
か
。
順
次
に
、
そ
れ
ら
（
七
）
と
相
応
す
る
五
蘊
と
四
（
蘊
）
と
で
あ
る
。
ど
う
し
て
そ
れ
以
外
は
識
住
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
以
外
は
（
識
を
）

害
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
と
は
何
か
。
多
く
の
悪
い
と
こ
ろ
と
第
四
靜
慮
と
有
頂
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
（
の
処
）
で
は
識
を
害
す
る
法
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
は
識

住
で
は
な
い
。
害
す
る
法
と
は
何
か
。

そ
の
も
の
に
よ
っ
て
識
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
も
ろ
も
ろ
の
悪
い
と
こ
ろ
に
お
い
て
害
す
る
も
の
は
苦
受
で
あ
る
。
害
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
。
第
四
靜
慮
に

お
い
て
は
無
想
と
無
想
定
で
あ
る
。
有
頂
（
天
）
に
お
い
て
は
滅
尽
定
で
あ
る
。
心
の
相
続
を
断
ず
る
か
ら
で
あ
る（

（
（

。
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初
期
イ
ン
ド
仏
教
に
み
る
天
界
と
出
家

と
あ
る
。
つ
ま
り
「
悪
処
」
は
識
を
破
壊
せ
し
め
、
第
四
靜
慮
は
「
想
」
す
な
わ
ち
「
識
」
が
な
く
（
無
想
定
、
無
想
事
）、
有
頂
天
（
非
想
非
々
想
処
を
い
う
）
は
心
の
な
い

と
こ
ろ
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
七
識
住
」
に
は
出
家
と
の
関
わ
り
が
認
め
ら
れ
る
。

Ｅ　

九
有
情
居

　
『
集
異
門
足
論
』
に
よ
る
「
九
有
情
居
」
の
定
義
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

九
有
情
居
と
は
、
云
何
が
九
と
爲
す
。
答
ふ
、
有
色
の
有
情
の
種
々
身
有
り
、
種
々
想
有
る
あ
り
。
人
及
び
一
分
の
天
の
如
し
。
是
れ
第
一
有
情
居
な
り
。

有
色
の
有
情
の
種
々
身
有
り
、
一
種
想
有
る
あ
り
。
梵
衆
天
の
劫
初
起
位
の
如
し
。
是
れ
第
二
有
情
居
な
り
。

有
色
の
有
情
の
一
種
身
有
り
、
種
々
想
有
る
あ
り
、
光
音
天
の
如
し
。
是
れ
第
三
有
情
居
な
り
。

有
色
の
有
情
の
一
種
身
有
り
、
一
種
想
有
る
あ
り
。
遍
浄
天
の
如
し
。
是
れ
第
四
有
情
居
な
り
。

有
色
の
有
情
の
想
無
く
、
別
想
無
き
あ
り
。
無
想
有
情
天
の
如
し
。
是
れ
第
五
有
情
居
な
り
。

無
色
の
有
情
の
一
切
の
色
想
を
超
え
、有
対
想
を
滅
し
、種
々
想
を
思
惟
せ
ず
、無
辺
の
空
無
辺
処
を
具
足
し
て
住
す
る
あ
り
。空
無
辺
処
天
の
如
し
。是
れ
第
六
有
情
居
な
り
。

無
色
の
有
情
の
一
切
の
空
無
辺
処
を
超
え
、
無
辺
の
識
に
入
り
、
識
無
辺
処
を
具
足
し
て
住
す
る
あ
り
。
識
無
辺
処
天
の
如
し
。
是
れ
第
七
有
情
居
な
り
。

無
色
の
有
情
の
一
切
の
識
無
辺
処
を
超
え
、
無
無
所
有
に
入
り
、
無
所
有
処
を
具
足
し
て
住
す
る
あ
り
。
無
所
有
処
天
の
如
し
。
是
れ
第
八
有
情
居
な
り
。

無
色
の
有
情
の
一
切
の
無
所
有
処
を
超
え
、
非
想
非
非
想
処
に
入
り
、
具
足
し
て
住
す
る
あ
り
。
非
想
非
非
想
処
天
の
如
し
。
是
れ
第
九
有
情
居
な
り（

（
（

。

『
発
智
論
』
に
は
「
七
識
住
」
と
「
九
有
情
居
」
と
を
対
比
し
て
、

問
ふ
、
七
識
住
と
九
有
情
居
と
の
う
ち
、
七
が
九
を
摂
す
と
せ
ん
や
、
九
が
七
を
摂
す
と
せ
ん
や
。
答
ふ
、
九
が
七
を
摂
す
る
も
、
七
が
九
を
摂
す
る
に
は
非
ず
。
何
を
か

摂
せ
ざ
る
所
な
り
や
と
い
ふ
に
、
答
ふ
、
二
処
な
り
。
謂
く
、
無
想
天
処
と
及
び
非
想
非
々
想
処
と
な
り（

（
（

。

と
あ
り
、
い
ず
れ
に
も
含
ま
れ
な
い
も
の
に
「
無
想
天
処
」
と
「
非
想
非
々
想
処
」
す
な
わ
ち
有
頂
天
処
の
二
つ
が
あ
る
と
い
う
。
な
ぜ
こ
の
二
つ
を
除
外
す
る
か
に
つ
い
て
は

『
大
毘
婆
沙
論
』
に
諸
説
が
あ
る
。

問
ふ
、
世
尊
は
何
が
故
に
、
無
想
天
と
及
び
有
頂
天
と
に
於
て
、
多
く
説
き
て
処
と
爲
す
や
。
答
ふ
、
諸
の
外
道
に
此
の
二
処
を
執
し
て
以
て
解
脱
と
爲
す
も
の
有
り
。
佛

が
彼
の
説
を
遮
し
て
生
処
と
爲
さ
ん
が
た
め
な
り
。
有
る
が
説
く
、「
外
道
は
此
の
二
処
を
執
し
て
最
寂
靜
と
爲
す
を
も
て
、
佛
は
説
き
て
処
と
爲
し
、
是
は
喧
動
に
し
て

一
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而
も
寂
靜
に
非
ざ
る
こ
と
を
明
か
す
な
り
。
是
れ
は
、
界
と
趣
と
生
と
の
流
轉
す
る
処
な
る
が
故
に
」
と
。
有
る
が
説
く
、「
外
道
は
此
の
二
処
を
執
し
て
、
是
れ
真
の
解

脱
に
し
て
、
永
く
退
還
す
る
も
の
無
し
と
す
る
が
故
に
、
佛
は
彼
は
是
れ
退
還
の
処
に
し
て
真
の
解
脱
に
非
ず
と
説
く
。
謂
く
、
非
想
非
々
想
処
よ
り
没
す
る
も
の
は
、
多

く
下
地
に
生
じ
、
無
想
天
よ
り
没
す
る
も
の
は
必
ず
欲
界
に
生
ず
れ
ば
な
り
」
と
。
有
る
が
説
く
、「
彼
の
二
天
の
壽
量
長
遠
な
る
を
も
て
、
外
道
は
多
く
執
し
て
、
真
の

涅
槃
と
爲
す
。
即
ち
、
無
想
天
は
唯
、
異
生
の
生
処
と
し
て
の
み
壽
量
最
遠
に
し
て
、
非
想
非
々
想
天
は
一
切
の
生
処
に
於
て
壽
量
最
遠
な
る
を
い
ふ
。
故
に
佛
は
彼
は
是

れ
無
常
の
処
な
り
と
説
け
る
な
り
」
と（

（
（

。

と
り
わ
け
「
無
想
天
処
」
と
「
非
想
非
々
想
処
」
の
二
つ
は
外
道
で
は
そ
れ
を
解
脱
と
す
る
の
に
対
し
、
仏
教
で
は
こ
う
し
た
境
地
が
目
的
で
は
な
い
と
し
て
結
ぶ
。

Ｆ　

四
無
量
心

慈
、
悲
、
喜
、
捨
の
四
つ
を
ま
と
ま
て
「
四
無
量
心
」
と
い
う
が
、
別
名
「
四
梵
住
」
と
も
い
う
。「
無
量
」
と
は
『
大
毘
婆
沙
論
』
に
、

無
量
を
修
す
る
は
無
量
の
有
情
を
饒
益
せ
ん
が
為
な
り（

（
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、
無
量
の
衆
生
を
救
う
こ
と
と
い
う
。
さ
ら
に
、

契
經
に
説
く
が
如
し
「
慈
を
修
し
て
究
竟
せ
ば
、
極
は
遍
浄
天
に
至
り
、
悲
を
修
し
て
究
竟
せ
ば
極
は
空
無
辺
処
に
至
り
、
喜
を
修
し
て
究
竟
せ
ば
極
は
識
無
辺
処
に
至
り
、

捨
を
修
し
て
究
竟
せ
ば
極
は
無
所
有
処
に
至
る
」
と（

（
（

。

と
あ
り
、慈
に
よ
っ
て
遍
浄
天
、悲
に
よ
り
空
無
辺
処
、喜
に
よ
り
識
無
辺
処
、捨
に
よ
り
無
所
有
処
に
達
す
る
と
い
う
（
た
だ
し
こ
れ
は
経
文
の
引
用
）。
い
ま
煩
を
避
け
て
「
慈
」

だ
け
に
つ
い
て
み
る
と
、「
慈
」
の
実
践
的
に
は
多
様
な
功
徳
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
す
で
に
『
増
支
部
』
経
典
に
、

一
、
安
ら
か
に
眠
る(sukha ṃ

 supati )

二
、
安
ら
か
に
目
覚
め
る(sukha ṃ

 pa ṭibujjhati )

三
、
悪
夢
を
見
な
い(na pāpaka ṃ

 supina ṃ
 passati )

四
、
人
び
と
に
好
か
れ
る(m

anussāna ṃ
 piyo hoti )

五
、
人
間
以
外
か
ら
も
愛
さ
れ
る(am

anussāna ṃ
 piyo hoti )

六
、
神
々
が
守
護
す
る(devatā rakkhanti )

註
（1）
『
集
異
門
足
論
』、
大
正
蔵
二
六
、四
四
六
頁
中
。

（2）
『
発
智
論
』、
大
正
蔵
同
、
九
八
八
頁
上
。

（3）
『
大
毘
婆
沙
論
』、
大
正
蔵
二
七
、七
〇
九
頁
上
。
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初
期
イ
ン
ド
仏
教
に
み
る
天
界
と
出
家

七
、
火
、
毒
、
剣
を
受
け
な
い(nāssa aggi vā visa ṃ

 vā sattha ṃ
 vā kam

ati )

八
、
速
や
か
に
精
神
集
中
す
る(tuvata ṃ

 citta ṃ
 sam

ādhiyati )

九
、
顔
色
が
輝
く(m

ukha― va ṇṇo pasīdati )
十
、
死
期
に
動
転
し
な
い(asa ṃ

m
ū ḷho kāla ṃ

 karoti )
十
一
、
上
位
に
達
し
な
く
て
も
梵
天
界
に
赴
く(uttarim

 appa ṭivijjhanto brahm
a― lokūpago hot

（
（
（i )

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
最
高
位
で
あ
る
阿
羅
漢
へ
の
到
達
が
な
く
て
も
、
梵
天
の
世
界
に
往
く
こ
と
は
で
き
る
と
い
う
。
梵
天
の
世
界
に
つ
い
て
対
応
す
る
漢
訳
『
増
一
阿
含

経
』
に
は
、

若
し
身
壊
し
て
命
終
せ
ば
梵
天
上
に
生
ず（

（
（

。

と
あ
る
。
後
代
の
『
清
浄
道
論
』
に
も
慈
定
（
慈
の
実
践
）
に
よ
る
功
徳
に
十
一
種
あ
る
と
し
、
梵
天
の
く
だ
り
に
は
、

慈
定
に
よ
り
上
位
の
阿
羅
漢
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
ろ
う
と
、
こ
こ
よ
り
死
ん
で
眠
り
か
ら
さ
め
た
よ
う
に
梵
天
界
に
生
じ
る（

（
（

。

と
あ
る
。
他
方
、
四
梵
住
0

0

一
般
に
つ
い
て
も
、

ま
た
諸
の
梵
（
天
）
が
無
過
失
の
心
で
安
住
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
（
四
梵
住
）
と
相
応
す
る
ヨ
ー
ガ
行
者
も
梵
（
天
）
と
等
し
い
状
態
で
安
住
す
る（

（
（

。

と
あ
る
。「
四
無
量
心
」
が
「
梵
住
」
と
も
い
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
は
『
増
一
阿
含
経
』
に
、

四
等
心
有
り
、
云
何
が
四
と
爲
す
や
、
慈
・
悲
・
喜
・
護
な
り
。
何
等
を
以
て
の
故
に
名
け
て
梵
堂
と
爲
す
や
、
比
丘
、
当
に
知
る
べ
し
、
梵
大
梵
有
り
、
千
と
名
け
、
与

に
等
し
き
者
無
く
、
上
に
過
ぐ
る
者
無
く
、
千
の
国
界
を
統
ぶ
。
是
れ
彼
の
堂
な
る
が
故
に
名
け
て
梵
堂
と
爲
す
。
比
丘
、
此
の
四
梵
堂
所
有
の
力
勢
、
能
く
此
の
千
の
国

界
を
観
ず
。
是
の
故
に
名
け
て
梵
堂
と
爲
す（

（
（

。

と
あ
り
、
梵
天
よ
り
上
は
な
く
、
千
の
国
つ
ま
り
「
堂
」
を
統
率
し
た
と
同
然
で
あ
る
か
ら
と
い
う
。「
無
量
心
」
と
「
梵
住
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
『
大
毘
婆
沙
論
』
で
は
次

の
よ
う
に
示
す
。

問
ふ
、
何
が
故
に
、
無
量
を
梵
住
と
名
く
る
や
。
答
ふ
、
梵
世
は
初
に
在
り
て
具
さ
に
得
べ
き
が
故
な
り
。
謂
く
、
未
至
定
は
最
初
に
在
り
と
雖
も
而
も
具
さ
に
有
す
る
に

非
ず
、
彼
に
は
喜
無
き
が
故
に
。
第
一
靜
慮
は
復
、
具
さ
に
有
す
と
雖
も
、
而
も
最
初
に
非
ず
。
上
地
は
倶
に
闕
ぐ
。
唯
、
初
靜
慮
の
み
は
梵
天
の
所
居
、
最
初
に
し
て
具

さ
に
有
す
る
が
故
に
、
梵
住
と
名
く
る
な
り
。

復
次
に
、
非
梵
を
対
治
す
る
が
故
に
、
梵
住
と
名
く
。
非
梵
と
は
既
ち
是
れ
欲
界
の
煩
悩
に
し
て
、
初
靜
慮
中
の
慈
・
悲
・
喜
・
捨
は
彼
を
近
対
治
す
る
が
故
に
梵
住
と
名
く
。

復
次
に
、
非
梵
行
を
対
治
す
る
が
故
に
、
梵
住
と
名
く
。
非
梵
行
と
は
、
謂
く
淫
欲
事
に
し
て
、
初
靜
慮
中
の
慈
・
悲
・
喜
・
捨
は
彼
を
近
対
治
す
る
が
故
に
梵
住
と
名
く

る
な
り
。

一
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復
次
に
、
梵
行
を
修
す
る
者
の
身
中
に
得
る
べ
き
が
故
に
、
梵
住
と
名
く
。

復
次
に
、
梵
と
は
世
尊
を
謂
ひ
、
慈
・
悲
・
喜
・
捨
は
佛
の
施
設
す
る
と
こ
ろ
な
る
が
故
に
、
梵
住
と
名
く
。

復
次
に
、
梵
と
は
梵
音
を
謂
ひ
、
慈
・
悲
・
喜
・
捨
は
梵
音
の
所
説
な
る
が
故
に
、
梵
住
と
名
く
。

復
次
に
、
此
の
四
種
を
修
せ
ば
梵
天
に
生
じ
て
大
梵
王
と
爲
る
こ
と
を
得
る
が
故
に
、
梵
住
と
名
く（

（
（

。

こ
こ
に
示
さ
れ
た
諸
説
の
う
ち
、
看
過
し
得
な
い
の
は
や
は
り
梵
天
界
に
生
じ
て
梵
王
と
な
れ
る
か
ら
「
梵
住
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
バ
ラ
モ
ン
教
の
立
場

と
差
異
が
な
い
こ
と
に
な
る
。「
四
無
量
心
」
が
「
四
梵
住
」
と
も
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
慈
悲
喜
捨
そ
の
も
の
は
バ
ラ
モ
ン
教
起
源
と
す
る
見
解
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に

あ
げ
た
他
の
多
く
の
徳
目
に
も
生
天
説
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、
そ
う
と
は
い
え
な
い
。

註
（1）
『
大
毘
婆
沙
論
』、
大
正
蔵
二
七
、四
二
六
頁
上
。cf. Abhidh-k-bh.p.452.l.6.

（2）
『
大
毘
婆
沙
論
』、
大
正
蔵
同
、
四
三
〇
頁
下
。

（3）AN.V.342.cf. Vism.305-306.

原
実
「
慈
心
力
」（『
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

研
究
紀
要
』
第
三
号
、
平
成
十
二
年
）、
三
八
九
頁
参
照
。

（4）
『
増
一
阿
含
経
』、
大
正
蔵
二
、八
〇
六
頁
上
。

（5）Vism.314.

（6）Vism.320.

（7）
『
増
一
阿
含
経
』、
大
正
蔵
二
、六
五
八
頁
下
。

（8）
『
大
毘
婆
沙
論
』、
大
正
蔵
二
七
、四
二
五
頁
中
。

Ｇ　

四
禅

「
四
禅
」
と
生
天
と
の
結
合
は
す
で
に
『
雑
阿
含
経（

（
（

』
に
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

初
禅
→
大
梵
天
、
梵
輔
天
、
梵
衆
天
、
梵
天

第
二
禅
→
自
性
光
音
天（
極
光
浄
天
）、
無
量
光
天
、
少
光
天

第
三
禅
→
遍
浄
天
、
無
量
浄
天
、
少
浄
天

第
四
禅
→
因
性
果
実
天
、
福
生
天
、
少
福
天

と
あ
る
。『
婆
沙
論
』
で
は
初
禅
か
ら
第
四
禅
の
そ
れ
ぞ
れ
を
「
天
道
」
す
な
わ
ち
天
に
至
る
道
と
も
い
う
（「
天
道
」
の
語
は
す
で
に
『
雑
阿
含
経（

（
（

』
に
も
あ
り
、
四
不
壊
浄
に

よ
り
「
天
道
」
に
至
る
と
い
う
用
法
が
あ
る
）。

◦
云
何
が
名
け
て
四
種
の
天
道
と
爲
す
や
。
謂
く
、
欲
と
悪
不
善
法
と
を
離
れ
、
有
尋
有
伺
に
し
て
、
離
生
喜
楽
な
る
初
靜
慮
に
具
足
し
て
住
す
。
是
れ
を
第
一
天
道
と
名
く
。

◦
復
次
に
、
尋
伺
滅
し
、
内
等
浄
、
心
一
趣
に
し
て
、
無
尋
無
伺
、
定
生
喜
楽
な
る
、
第
二
靜
慮
に
具
足
し
て
住
す
、
是
を
第
二
天
道
と
名
く
。
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◦
復
次
に
、喜
を
離
れ
て
捨
に
住
し
、正
念
正
慧
に
し
て
身
受
の
楽
あ
り
、聖
は
応
に
説
く
べ
く
捨
す
べ
き
も
の
と
の
、第
三
靜
慮
に
具
足
し
て
住
す
。是
れ
を
第
三
天
道
と
名
く
。

◦
復
次
に
、楽
を
断
じ
苦
を
断
じ
、先
に
喜
と
憂
と
を
没
し
、不
苦
不
楽
に
し
て
、捨
と
念
と
の
清
浄
な
る
第
四
靜
慮
に
具
足
し
て
住
す
。
是
れ
を
第
四
天
道
と
名
く
る
な
り（

（
（

。

Ｈ　

四
無
色
定

四
禅
だ
け
で
な
く
四
無
色
定
も
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
修
行
理
論
に
よ
る
と
、
三
界
説
と
結
合
し
て
説
か
れ
る
。
そ
の
様
相
の
一
例
と
し
て
、

復
次
に
、
靜
慮
は
、
遍
く
自
と
上
と
下
と
の
地
を
縁
ず
る
が
故
に
、
超
ゆ
と
説
か
ざ
る
も
、
無
色
は
唯
、
能
く
自
と
上
と
の
地
の
み
を
縁
ず
る
が
故
に
、
独
り
超
ゆ
と
説
く
。

復
次
に
諸
靜
慮
は
上
地
と
下
地
と
に
死
し
生
ぜ
ず
と
雖
も
、
往
来
す
る
こ
と
有
る
を
以
っ
て―

―

謂
く
、
神
通
力
を
も
て
下
よ
り
上
に
往
き
上
よ
り
下
に
来
る
な
り
、―

―

の
故
に
超
ゆ
と
説
か
ざ
る
も
、
無
色
地
中
に
は
是
く
の
如
き
義
、
無
き
が
故
に
、
独
り
超
ゆ
と
説
く（

（
（

。

と
、
三
昧
次
第
で
は
四
無
色
定
よ
り
上
下
に
「
往
来
」
し
、
こ
う
し
た
「
往
来
」
は
三
昧
を
基
盤
と
し
た
「
神
通
力
」
に
よ
る
と
す
る
。

在
家
で
あ
っ
て
も
四
無
色
定
中
、
第
三
の
「
無
所
有
処
」
ま
で
到
達
で
き
る
と
い
う
点
は
、
す
で
に
『
増
支
部
』
経
典
に
あ
る
。

修
行
僧
ら
よ
、
無
所
有
処
に
属
す
る
天
の
寿
量
は
六
万
劫
で
あ
る
。
そ
の
中
に
お
い
て
凡
夫
は
寿
の
あ
る
間
、
止
ま
り
、
彼
ら
諸
天
の
全
寿
量
を
尽
く
し
、
地
獄
に
も
往
き
、

畜
生
に
も
往
き
、餓
鬼
界
に
も
往
く
。し
か
る
に
尊
師
の
弟
子
は
寿
の
あ
る
間
そ
こ
に
住
し
、
彼
ら
諸
天
の
全
寿
量
を
尽
く
し
、
す
な
わ
ち
そ
の
存
在
に
お
い
て
涅
槃
す
る（

（
（

。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
在
家
は
無
所
有
処
か
ら
三
悪
趣
に
赴
く
こ
と
が
あ
る
が
、
出
家
は
そ
の
ま
ま
涅
槃
す
る
と
い
う
。

Ｉ　

四
沙
門
果

「
四
沙
門
果
」
は
阿
羅
漢
に
至
る
段
階
を
四
種
に
分
類
し
た
も
の
で
、
と
り
わ
け
第
二
段
階
を
「
一
来
」
と
い
う
の
は
天
界
に
「
一
度
」
生
ま
れ
た
後
、
こ
の
世
に
「
来
」
る

こ
と
だ
と
い
う
。
説
一
切
有
部
の
教
義
学
で
も
修
行
者
は
天
界
に
一
度
赴
い
た
の
ち
、
阿
羅
漢
果
に
達
す
る
と
あ
る
以
上
、
修
行
者
も
天
界
を
巡
歴
す
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
よ

一
七

註
（1）
『
雑
阿
含
経
』、
大
正
蔵
二
、二
一
九
頁
下
〜
二
二
〇
頁
下
。

（2）
『
雑
阿
含
経
』、
大
正
蔵
二
、二
一
六
頁
中
〜
二
一
七
頁
上
。

（3）
『
大
毘
婆
沙
論
』、
大
正
蔵
二
七
、四
一
五
頁
上
下
、
四
一
六
頁
中
、
四
一
七
頁
上
。

註
（1）　
『
大
毘
婆
沙
論
』、
大
正
蔵
二
七
、四
三
四
頁
上
。

（2）　

AN.I.268.
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う
な
考
え
方
は
そ
の
ま
ま
大
衆
部
に
も
継
承
さ
れ
た
。『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
、

比
丘
言
は
く
、「
汝
巳
に
、
須
陀
洹
果
を
得
た
れ
ば
悪
趣
に
堕
せ
ず
、
極
至
七
反
し
て
天
・
人
に
往
来
し
て
便
ち
苦
辺
を
尽
し
悪
趣
の
門
を
閉
じ
な
ん
、
何
ぞ
自
ら
殺
さ
ざ
る
、

苦
活
を
用
ひ
て
（
何
か
）
爲せ

ん
」
と
。
又
言
は
く
、「
汝
巳
に
、
斯
陀
含
を
得
た
れ
ば
、
一
た
び
世
間
に
来
り
て
便
ち
、
苦
辺
を
尽
さ
ん
、
何
ぞ
自
ら
殺
さ
ざ
る
、
苦
活
を

用
ひ
て
（
何
か
）
爲
ん
」
と
。
復
言
は
く
、「
汝
巳
に
、
阿
那
含
を
得
た
れ
ば
、
世
間
に
還
ら
ず
し
て
便
ち
苦
辺
を
尽
さ
ん
、
何
ぞ
自
ら
殺
さ
ざ
る
、
苦
活
を
用
ひ
て（
何
か
）

爲
ん
」と
。復
言
は
く
、「
汝
巳
に
、阿
羅
漢
を
得
て
、婬
怒
癡
尽
き
た
れ
は
、煩
悩
に
随
は
ず
、心
自
在
を
得
た
り
、何
ぞ
自
ら
殺
さ
ざ
る
、苦
活
を
用
ひ
て（
何
か
）爲
ん
」と（

（
（

。

と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。他
方
、一
瞬
に
四
沙
門
果
の
い
ず
れ
か
に
達
す
る
と
解
す
る
こ
と
は
大
乗
に
な
っ
て
か
ら
、た
と
え
ば『
法
華
経
』「
随
喜
功
徳
品
」に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
、
ア
ジ
タ
よ
、
か
の
男
は
こ
れ
ら
す
べ
て
の
衆
生
に
指
示
を
し
、
指
示
し
た
あ
と
如
来
の
説
か
れ
た
教
え
の
道
に
入
ら
せ
、
教
え
を
理
解
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら

の
者
は
か
れ
の
こ
の
教
え
を
聞
き
、
聴
い
た
瞬
間
に
、
す
べ
て
預
流
道
、
一
来
道
、
不
還
道
と
な
る
果
報
を
得
る
の
で
あ
ろ
う
。
遂
に
は
こ
の
世
の
汚
れ
を
な
く
し
、
三
昧

に
集
中
し
、
三
昧
の
名
人
と
な
り
、
八
種
の
解
脱
を
想
う
阿
羅
漢
と
な
る
で
あ
ろ
う（

（
（

。

説
話
文
学
類
で
も
、
ブ
ッ
ダ
の
教
え
を
聞
い
た
だ
け
で
、
あ
る
者
は
預
流
果
、
あ
る
者
は
一
来
果
、
あ
る
者
は
不
還
果
、
あ
る
者
は
阿
羅
漢
果
に
達
し
た
と
い
う
。

◦
そ
こ
で
彼
ら
の
た
め
に
尊
師
は
か
く
の
ご
と
く
四
締
と
い
う
透
徹
し
た
教
え
を
説
か
れ
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
多
く
の
バ
ラ
モ
ン
と
在
家
信
者
た
ち
は
預
流
果
に
達
し
、
他
の

者
は
一
来
果
に
達
し
、
他
の
者
は
不
還
果
に
、
他
の
者
は
修
行
し
て
一
切
の
煩
悩
を
断
ち
阿
羅
漢
果
に
達
し
た
。（『
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
シ
ャ
タ
カ（

（
（

』）

◦
時
に
、
諸
も
ろ
の
民
衆
は
法
を
聞
か
ん
と
渇
仰
す
。
仏
、
即
ち
其
の
為
に
種
種
に
説
法
せ
り
。
心
開
け
意
解
け
り
。
須
陀
洹
を
得
る
者
、
斯
陀
含
者
、
阿
那
含
者
、
乃
至
、

無
上
の
菩
提
心
を
発
こ
す
者
有
り
。（『
撰
集
百
縁
経（

（
（

』）

◦
世
尊
は
そ
の
衆
会
の
者
達
の
性
質
・
気
質
・
本
質
・
本
性
を
知
る
と
、
彼
ら
に
相
応
し
い
法
を
説
か
れ
、
そ
れ
を
聞
い
た
何
百
千
も
の
衆
生
た
ち
は
偉
大
な
卓
越
性
を
獲
得

し
た
。
あ
る
者
達
は
預
流
果
を
、
あ
る
者
達
は
一
来
果
を
、
あ
る
者
達
は
不
還
果
を
証
得
し
、
ま
た
あ
る
者
達
は
一
切
の
煩
悩
を
断
ず
る
と
、
阿
羅
漢
性
を
獲
得
し
た
。
あ

る
者
達
は
声
聞
の
悟
り
に
、
あ
る
者
達
は
独
覚
の
悟
り
に
、
あ
る
者
達
は
無
上
正
等
菩
提
の
心
を
起
こ
し
た
。（『
デ
ィ
ブ
ヤ
・
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ（

（
（

』）

こ
こ
で
は
原
始
仏
教
や
ア
ビ
ダ
ル
マ
で
い
う
修
練
を
積
み
重
ね
て
よ
う
や
く
到
達
し
た
境
地
で
な
く
、
単
な
る
形
式
的
な
名
称
と
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
南
方
の
『
清
浄
道

論
』
で
は
こ
れ
ら
と
全
く
異
な
る
解
釈
を
と
る
。
そ
こ
に
は
、

ま
た
戒
に
よ
っ
て
預
流
（
果
）
と
一
来
果
を
得
る
原
因
が
説
か
れ
、定
に
よ
っ
て
不
還
果
を
得
る
（
原
因
が
説
か
れ
）、彗
に
よ
っ
て
阿
羅
漢
果
を
得
る
（
原
因
が
説
か
れ
る
）。

そ
れ
ゆ
え
預
流
は
諸
戒
の
達
成
者
と
い
わ
れ
、
一
来
も
（
同
様
）
で
あ
る
。
阿
羅
漢
は
慧
の
達
成
者
と
（
い
わ
れ
る（

（
（

）。

と
あ
り
、
戒
定
彗
の
深
ま
り
に
よ
っ
て
四
段
階
に
進
む
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
そ
の
獲
得
方
法
に
多
様
化
が
み
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
四
沙
門
果
に
生
天
説
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
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註
（1）
『
摩
訶
僧
祇
律
』、
大
正
蔵
二
二
、二
五
五
頁
下
〜
二
五
六
頁
上
。

（2）Saddhp.347.
（3）Avś(V).36.

（4）
『
撰
集
百
縁
経
』、
大
正
蔵
四
、二
一
〇
頁
上
。

（5）D
ivy(V).30.　

平
岡
聡
『
説
話
の
考
古
学
』、
平
成
十
四
年
、
大
蔵
出
版
、

一
八
六
頁
参
照
。

（6）Vism.6.

ア
ビ
ダ
ル
マ
論
書
に
は
以
上
に
あ
げ
た
諸
徳
目
以
外
に
も
生
天
に
関
す
る
注
目
す
べ
き
説
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
一
は
、『
発
智
論
』
に
三
界
と
在
家
（
異
生
）・
修
行
僧
（
聖
者
）

と
の
死
後
の
あ
り
か
た
を
示
す
記
述
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。

諸
も
ろ
の
、
欲
界
に
在
り
て
死
し
生
ず
る
者
に
、
幾
ば
く
か
有
る
。

答
う
。
四
あ
り
。
謂
わ
く
、
欲
・
色
界
の
異
生
と
聖
者
と
な
り
。

諸
も
ろ
の
、
色
界
に
在
り
て
死
し
生
ず
る
者
に
、
幾
ば
く
か
有
る
。

答
う
。
三
あ
り
。
謂
わ
く
、
欲
界
の
異
生
と
、
色
界
の
異
生
と
聖
者
と
な
り
。

諸
も
ろ
の
、
無
色
界
に
在
り
て
死
し
生
ず
る
者
に
、
幾
ば
く
か
有
る
。

答
う
。
二
あ
り
。
謂
わ
く
、
無
色
界
の
異
生
と
聖
者
と
な
り（

（
（

。

こ
れ
は
在
家
と
出
家
と
を
対
比
し
て
、
双
方
と
も
に
死
後
三
界
の
い
ず
れ
か
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
い
う
。
三
界
は
い
う
ま
で
も
な
く
天
界
を
構
成
す
る
層
を
い
う
。

そ
の
二
は
、
同
じ
く
『
発
智
論
』
に
生
天
に
至
る
ま
で
の
中
間
す
な
わ
ち
「
中
有
」（
中
陰
）
に
滞
ま
る
者
と
、
涅
槃
に
至
る
者
の
分
類
を
説
い
た
も
の
。

頗
し
欲
界
よ
り
死
し
て
、
三
界
に
生
ぜ
ざ
る
有
り
や
。

答
う
。
有
り
。
謂
わ
く
、
欲
・
色
界
の
中
有
を
起
こ
す
と
、
或
い
は
般
涅
槃
す
る
と
な
り
。

頗
し
色
界
よ
り
死
し
て
、
三
界
に
生
ぜ
ざ
る
有
り
や
。

答
う
。
有
り
。
謂
わ
く
、
欲
・
色
界
の
中
有
を
起
こ
す
と
、
或
い
は
般
涅
槃
す
る
と
な
り
。

頗
し
無
色
界
よ
り
死
し
て
、
三
界
に
生
ぜ
ざ
る
有
り
や
。

答
う
。
有
り
。
謂
わ
く
、
欲
・
色
界
の
中
有
を
起
こ
す
と
、
或
い
は
般
涅
槃
す
る
と
な
り
。

諸
も
ろ
の
、
欲
界
よ
り
死
し
て
三
界
に
生
ぜ
ざ
る
者
に
、
幾
ば
く
か
有
る
。

答
う
。
四
あ
り
。
謂
わ
く
、
欲
・
色
界
の
異
生
と
聖
者
な
り
。

諸
も
ろ
の
、
色
界
よ
り
死
し
て
三
界
に
生
ぜ
ざ
る
者
に
、
幾
ば
く
か
有
る
。

一
九



大
正
大
學
研
究
紀
要　

第
九
十
四
輯

答
う
。
三
あ
り
。
謂
わ
く
、
欲
界
の
異
生
と
色
界
の
異
生
と
聖
者
な
り
。

諸
も
ろ
の
、
無
色
界
よ
り
死
し
て
三
界
に
生
ぜ
ざ
る
者
に
、
幾
ば
く
か
有
る
。

答
う
。
二
あ
り
。
謂
わ
く
、
欲
・
色
界
の
異
生
な
り（

（
（

。

「
中
有
」
の
設
定
そ
の
も
の
が
天
界
で
の
生
ま
れ
変
わ
り
を
前
提
と
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
三
界
説
、
中
有
説
と
も
に
天
界
の
存
在
を
想
定
し
た
上
で
の

理
論
で
あ
る
。

註
（1）　
『
発
智
論
』、
大
正
蔵
二
六
、九
四
二
頁
中
。

（2）　
『
発
智
論
』、
大
正
蔵
同
、
九
四
三
頁
上
。

五　

天
界
に
赴
く
手
段―
神
通
力―

と
こ
ろ
で
死
後
ば
か
り
で
な
く
、
生
前
で
あ
っ
て
も
天
界
と
関
わ
り
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
天
界
往
来
は
可
能
だ
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
持
戒
な
ど
の
方
法
で
な
く
、
三
昧
（
瞑
想
）

に
も
と
づ
く
と
い
う
。
イ
ン
ド
世
界
で
は
古
来
神
通
力
に
由
来
す
る
超
自
然
現
象
が
盛
ん
に
説
か
れ
る
。
バ
ラ
モ
ン
教
で
こ
の
よ
う
な
神
通
力
を
初
め
て
体
系
化
し
た
の
は
ヨ
ー

ガ
学
派
で
あ
り
、
そ
れ
は
『
ヨ
ー
ガ
ス
ト
ー
ラ（

（
（

』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
神
通
力
を
獲
得
す
る
方
法
と
し
て
、

㊀
生
ま
れ
つ
き
、
㊁
薬
物
、
㊂
呪
文
（
マ
ン
ト
ラ
の
読
誦
）、
㊃
苦
行
（
タ
パ
ス
）、
㊄
三
昧（

（
（

と
あ
る
。
こ
う
し
た
五
種
は
仏
教
側
で
も
『
倶
舎
論（

（
（

』
に
、

㊀
修
習
（
バ
ー
ヴ
ァ
ナ
ー
）、
㊁
生
ま
れ
つ
き
、
㊂
呪
文
（
マ
ン
ト
ラ
）、
㊃
薬
物
、
㊄
業
（
カ
ル
マ
ン（

（
（

）

と
、
示
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
。
た
だ
仏
教
で
は
㊂
の
呪
文
、
㊃
の
薬
物
の
使
用
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
し
、
生
来
神
通
力
の
あ
る
者
も
な
い
と
み
る
。
そ
う
す
る

と
仏
教
徒
が
神
通
力
を
獲
得
す
る
方
法
は
㊀
の
修
習
だ
け
と
な
る
。

こ
の
「
修
習
」
は
広
い
意
味
で
「
三
昧
」
一
般
を
い
い
、三
昧
の
深
浅
に
応
じ
て
到
達
す
る
天
界
も
異
な
る
と
い
う
。
三
昧
に
よ
っ
て
徐
々
に
地
上
よ
り
浮
上
す
る
さ
ま
は
『
婆

沙
論
』
に
、

内
事
を
言
は
ば
、
瑜
伽
師
の
神
境
通
を
修
す
る
に
、
初
め
学
ぶ
と
き
は
、
地
を
離
る
る
こ
と
半
苣
藤
の
如
く
、
次
に
復
た
地
を
離
る
る
こ
と
一
苣
藤
の
如
く
漸
漸
に
半
麦
・

二
〇



初
期
イ
ン
ド
仏
教
に
み
る
天
界
と
出
家

一
麦
・
半
指
・
一
指
・
半
搩
・
一
搩
・
半
肘
・
一
肘
・
半
尋
・
一
尋
に
し
て
、
彼
れ
後
成
ず
る
時
、
心
の
欲
す
る
に
随
ひ
て
、
色
究
竟
天
に
往
き
、
自
在
に
能
く
往
く
が
如

く
、
超
定
も
亦
、
爾
り（

（
（

。

と
あ
る
。
神
通
力
に
よ
り
身
体
の
分
散
、
隠
現
、
壁
の
通
り
抜
け
、
水
上
歩
行
、
空
中
飛
行
、
つ
い
に
は
太
陽
や
月
ま
で
手
で
把
め
る
こ
と
は
、
た
と
え
ば
『
中
部
』
経
典
「
獅

子
吼
大
経
」
に
、

す
な
わ
ち
、『
こ
の
よ
う
に
ま
た
、
か
の
世
尊
は
さ
ま
ざ
ま
な
神
通
を
体
験
す
る
。
す
な
わ
ち
一
に
な
っ
て
は
多
に
な
り
、
多
に
な
っ
て
は
一
に
な
る
。
現
れ
た
り
隠
れ
た

り
す
る
。
ち
ょ
う
ど
空
中
に
お
け
る
よ
う
に
、
障
害
な
く
、
壁
を
越
え
、
垣
を
越
え
、
山
を
越
え
て
行
く
。
大
地
に
お
い
て
も
ち
ょ
う
ど
水
中
に
お
け
る
よ
う
に
出
没
し
、

水
上
で
も
沈
む
こ
と
な
く
ま
る
で
地
上
に
お
け
る
よ
う
に
行
き
、
空
中
で
も
足
を
組
み
、
ち
ょ
う
ど
翼
の
あ
る
鳥
の
よ
う
に
進
む
。
あ
れ
ほ
ど
大
神
通
力
が
あ
り
大
威
力
が

あ
る
あ
の
月
や
太
陽
に
も
手
で
触
れ
た
り
撫
で
た
り
し
、
梵
天
の
世
界
ま
で
も
身
を
も
っ
て
自
在
力
を
行
使
す
る
』
と
い
う
こ
と
で
す（

（
（

。

と
あ
り
、
対
応
す
る
漢
訳
『
中
阿
含
経
』「
牛
角
沙
羅
林
経
」
に
も
、

尊
者
大
目
揵
連
答
へ
て
曰
く
、
尊
者
舎
梨
子
、
若
し
比
丘
有
り
て
大
如
意
足
有
り
大
威
徳
有
り
大
福
祐
有
り
大
威
神
有
り
自
在
無
量
の
如
意
足
あ
り
、
彼
無
量
の
如
意
足
を

行
じ
、
一
を
変
じ
て
衆
と
為
し
、
衆
を
合
し
て
一
と
為
し
、
一
は
則
ち
一
に
住
め
、
知
有
り
見
有
り
、
石
壁
を
徹
過
す
る
こ
と
空
の
如
く
無
礙
、
知
に
出
入
す
る
こ
と
猶
ほ

水
の
若
如
く
、
水
を
覆
む
こ
と
地
の
如
く
に
し
て
而
も
陥
没
せ
ず
、
虚
空
に
上
昇
し
て
結
跏
趺
坐
す
る
こ
と
猶
ほ
鳥
の
若
如
く
、
今
こ
の
日
月
の
大
如
意
足
有
り
大
威
徳
有

り
大
福
祐
有
り
大
威
神
有
る
を
ば
手
を
以
て
捫
摸
し
、
身
梵
天
に
至
る（

（
（

。

と
あ
る
。『
婆
沙
論
』
で
は
神
通
力
を
三
種
に
わ
け
、
飛
行
に
つ
い
て
は
「
勝
解
神
用
」
と
ま
と
め
、
そ
の
中
に
、

復
、
三
種
の
神
の
用
有
り
。
一
に
は
運
身
、
二
に
は
勝
解
、
三
に
は
意
勢
な
り
。
運
身
神
用
と
は
、
身
を
挙
げ
虚
空
を
凌
す
る
こ
と
猶
し
飛
鳥
の
如
く
し
、
亦
、
壁
上
に
画

く
所
の
飛
仙
の
如
き
を
い
ひ
、
勝
解
神
用
と
は
、
遠
に
於
て
近
の
解
を
作
し
、
此
の
力
に
由
る
が
故
に
、
或
は
此
の
洲
に
住
し
て
、
手
に
日
月
を
捫
で
、
或
は
臂
を
屈
伸
す

る
の
頃
、
色
究
竟
天
に
至
る
を
い
ふ
。
意
勢
神
用
と
は
、
眼
識
は
色
頂
に
至
り
、
或
は
上
は
色
究
竟
天
に
至
り
、
或
は
傍
は
無
辺
の
世
界
を
越
ゆ
る
を
い
ふ（

（
（

。

と
、
や
は
り
空
中
飛
行
、
太
陽
、
月
の
触
手
な
ど
が
で
き
る
と
分
類
し
て
い
る
。

『
清
浄
道
論
』
で
は
こ
の
点
を
詳
し
く
説
明
す
る
。

か
の
大
神
力
が
あ
り
大
威
力
の
あ
る
月
、
太
陽
す
ら
自
分
の
手
で
把
か
み
触
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
の
句
に
お
い
て
、
月
、
太
陽
は
四
万
二
千
ヨ
ー
ジ
ャ
ナ
の
上
方
を
運
行
す

る
ゆ
え
に
（
そ
の
）
大
神
力
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
、
ま
た
月
、
太
陽
は
三
島
の
一
瞬
に
照
ら
す
ゆ
え
に
（
そ
の
）
大
威
力
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
そ
の

よ
う
に
上
方
を
運
行
し
（
三
島
を
一
瞬
に
）
照
ら
す
ゆ
え
に
大
神
力
が
あ
り
、
そ
の
大
神
力
ゆ
え
に
大
威
力
が
あ
る
。
把
む
と
は
捉
え
る
こ
と
、
ま
た
は
一
部
に
触
れ
る
こ

と
を
い
う
。
触
わ
る
こ
と
は
鏡
の
表
面
を
こ
す
る
よ
う
に
満
遍
な
く
こ
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
神
通
力
は
（
ど
の
よ
う
な
）
神
通
の
基
礎
と
な
る
禅
（pādakajjhāna

―
vasa

）
に
よ
っ
て
で
も
達
成
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
場
合
、（
何
）
遍
定
（
だ
け
）
と
い
う
き
ま
り
は
な
い（

（
（

。

二
一



大
正
大
學
研
究
紀
要　

第
九
十
四
輯

六　

ブ
ッ
ダ
の
天
界
往
来

ブ
ッ
ダ
自
身
も
成
道
の
時
点
で
神
通
力（
三
明
、六
神
通
）を
体
得
し
た
と
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
飛
行
と
い
う
神
通
力
な
し
で
は
遂
行
し
得
な
い
事
蹟
が
少
な
く
と
も
三
つ
あ
る
。

そ
の
一
。
ブ
ッ
ダ
は
成
道
後
、
生
ま
れ
故
郷
の
カ
ピ
ラ
ヴ
ァ
ス
ト
ゥ
に
帰
郷
す
る
。
帰
郷
の
目
的
は
父
で
あ
る
浄
飯
王
を
は
じ
め
と
す
る
親
族
と
の
再
会
、
成
道
の
報
告
、
そ

う
し
て
人
び
と
を
帰
依
せ
し
め
る
た
め
で
あ
っ
た
。

臂
を
屈
伸
す
れ
ば
空
中
飛
行
が
で
き
る
と
い
う
神
通
力
も
瞑
想
に
よ
る
こ
と
は
、
先
の
『
婆
沙
論
』
の
「
勝
解
神
用
」
の
く
だ
り
に
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。
ブ
ッ
ダ
自
身
も
こ

の
方
法
を
用
い
た
こ
と
は
、

時
に
尊
師
は
法
を
説
い
て
尊
者
マ
ハ
ー
カ
ッ
ピ
ナ
を
教
示
し
導
び
き
讃
嘆
し
喜
ば
し
め
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
力
士
が
屈
し
た
腕
を
伸
ば
し
、
伸
ば
し
た
腕
を
屈
す
る
よ
う
に

（
速
や
か
に
）
マ
ッ
ダ
ク
ッ
チ
鹿
野
苑
の
尊
者
マ
ハ
ー
カ
ッ
ピ
ナ
の
前
か
ら
姿
を
隠
し
、
耆
闍
崛
山
に
現
れ
た（

（
（

。

と
あ
る
。
仏
典
の
示
す
と
こ
ろ
で
は
バ
ラ
モ
ン
教
の
最
高
神
で
あ
る
梵
天
や
帝
釈
天
も
や
は
り
臂
の
屈
伸
に
よ
っ
て
飛
行
す
る
と
い
う
。

◦
こ
こ
に
修
行
僧
ら
よ
、
大
梵
天
は
、
ち
ょ
う
ど
屈
強
の
力
士
が
屈
し
た
腕
を
伸
ば
し
、
あ
る
い
は
伸
ば
し
た
腕
を
屈
す
る
よ
う
に
梵
天
界
よ
り
姿
を
消
し
て
、
毘
婆
尸
世
尊
・

阿
羅
漢
・
等
正
覚
者
の
面
前
に
現
れ
た（

（
（

。

◦
是
の
時
釈
提
桓
因
、
世
尊
の
心
中
の
所
念
を
知
り
、
即
ち
三
十
三
天
よ
り
、
譬
へ
ば
力
士
の
臂
を
屈
伸
す
る
が
如
き
頃
に
毘
舎
離
に
来
至
し
、
世
尊
の
所
に
到
り
、
頭
面
に

足
を
礼
し
、
一
面
に
在
り
て
立
ち
ぬ（

（（
（

。

仏
弟
子
で
あ
ろ
う
と
臂
の
屈
伸
に
よ
る
空
中
飛
行
の
様
相
は
仏
典
に
頻
繁
に
描
写
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。

註
（1）Yogasūtra.4-1.　

拙
稿
「
神
通
力―

「
飛
行
」
と
「
化
身
」―

」（『
三
康
文
化

研
究
所
所
報
』
第
三
九
号
、
平
成
十
六
年
）、
一
頁
参
照
。

（2）Abhidh-k-bh.p.429.ll.1-3.

（3）
『
大
毘
婆
沙
論
』、
大
正
蔵
二
七
、四
一
四
頁
下
。

（4）M
N.I.69.　

拙
稿
「
極
楽
往
生
者
の
日
常
生
活
（
上
）―

他
国
土
飛
行―
」（『
大

正
大
学
研
究
論
叢
』
第
八
号
、
平
成
十
二
年
）、
六
七
頁
参
照
。

（5）
『
中
阿
含
経
』、
大
正
蔵
一
、七
二
九
頁
上
。

（6）
『
大
毘
婆
沙
論
』、
大
正
蔵
二
七
、七
二
五
頁
中
。

（7）Vism.398.

（8）Vin.I.104.

（9）D
N.I.37.

（10）
『
増
一
阿
含
経
』、
大
正
蔵
二
、八
二
二
頁
下
。

二
二



初
期
イ
ン
ド
仏
教
に
み
る
天
界
と
出
家

伝
説
に
よ
る
と
、
故
郷
カ
ピ
ラ
ヴ
ァ
ス
ト
ゥ
の
人
び
と
は
ブ
ッ
ダ
の
意
に
反
し
て
、
当
初
王
位
を
放
棄
し
て
出
家
し
、
成
道
し
た
と
憚
り
な
く
帰
郷
す
る
者
の
出
入
り
を
禁
じ

る（
（
（

。
こ
れ
を
知
っ
た
ブ
ッ
ダ
は
神
通
力
を
駆
使
し
て
瞬
時
に
市
内
に
入
る
。
こ
の
点
は
た
と
え
ば
仏
伝
の
『
ニ
ダ
ー
ナ
カ
タ
ー
』
に
、

よ
し
、
い
ま
に
か
れ
ら
が
礼
拝
す
る
よ
う
に
し
よ
う
と
、
神
通
の
基
礎
に
な
る
三
昧
に
入
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
出
ら
れ
る
と
、
空
中
に
舞
い
上
が
り
、
彼
ら
の
頭
上
で
足
の
土

を
払
い
落
と
す
よ
う
に
し
て
、
ガ
ン
ダ
ン
バ
の
木
の
根
も
と
で
現
わ
さ
れ
た
一
対
の
奇
蹟
と
同
じ
奇
蹟
を
現
わ
さ
れ
た（

（
（

。

と
あ
り
、『
善
見
律
毘
婆
沙
』
に
も
、

即
ち
虚
空
に
上
昇
し
て
十
八
変
を
作
す
、
外
道
を
降
伏
す
る
に
神
力
を
作
す
が
如
く
異
な
る
無
し
。
王
及
び
諸
釈
子
、
仏
の
尽
力
此
の
如
き
を
見
て
自
然
に
仏
の
為
に
礼
を

作
せ
り（

（
（

。

と
あ
る
。
こ
の
神
通
力
の
駆
使
に
驚
い
た
人
び
と
は
即
座
に
ブ
ッ
ダ
に
帰
依
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
二
。
ブ
ッ
ダ
は
生
天
し
た
生
母
マ
ー
ヤ
ー
夫
人
に
再
会
す
る
た
め
に
天
界
に
赴
く
。
こ
の
点
は
す
で
に
原
始
経
典
の
『
雑
阿
含
経
』
に
、

（
帝
釈
經
）
是
の
如
く
我
れ
聞
き
ぬ
。
一
時
、
佛
、
三
十
三
天
の
驄
色
虚
軟
の
石
上
に
住
み
た
ま
へ
り
。
波
梨
耶
多
羅
、
拘
毘
陀
羅
香
樹
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
し
て
夏
安

居
し
、
母
及
び
三
十
三
天
の
爲
に
説
法
し
た
へ
り
。
爾
の
時
尊
者
大
目
揵
連
は
舎
衞
國
の
祇
樹
給
孤
独
園
に
在
り
て
安
居
せ
り
。
時
に
諸
の
四
衆
、
尊
者
大
目
揵
連
の
所
に

詣
り
、
稽
首
し
て
足
に
礼
し
、
退
き
て
一
面
に
坐
し
、
尊
者
大
目
揵
連
に
白
さ
く
「
世
尊
の
夏
安
居
し
た
ま
へ
る
処
を
知
れ
る
や
不
や
」
と
。
尊
者
大
目
揵
連
答
へ
て
言
は

く
「
我
れ
聞
く
世
尊
は
、
三
十
三
天
の
驄
色
虚
軟
の
石
上
に
在
せ
り
。
波
梨
耶
多
羅
、
拘
毘
陀
羅
香
樹
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
し
て
夏
安
居
し
、
母
及
び
三
十
三
天
の
爲
に

説
法
し
た
へ
り
」
と（

（
（

。

と
あ
り
、『
増
一
阿
含
経
』
に
も
、

爾
の
時
世
尊
、
四
部
の
衆
に
告
げ
ず
、
復
、
侍
者
を
将
ひ
た
ま
は
ず
し
て
、
臂
を
屈
伸
す
る
が
如
き
頃
に
、
祇
洹
従
り
現
ぜ
ず
し
て
三
十
三
天
に
往
至
し
た
ま
へ
り
。

爾
の
時
釈
提
桓
因
、
遙
に
世
尊
の
来
り
た
ま
ふ
を
見
、
諸
の
天
衆
を
将
ひ
て
、
前
ん
で
世
尊
を
迎
へ
ま
つ
り
、
頭
面
に
足
を
礼
し
、
請
じ
て
座
に
就
か
令
め
ま
つ
り
、
並
に

是
の
説
を
作
さ
く
、「
善
く
ぞ
来
り
た
ま
へ
り
、
世
尊
、
久
し
く
観
省
に
違
ひ
ま
つ
れ
り
」
と
。
是
の
時
世
尊
、
便
ち
是
の
念
を
作
し
た
ま
は
く
、「
我
、
今
当
に
神
足
の
力

を
以
て
、
自
ら
形
体
を
隱
く
し
、
衆
人
を
し
て
我
の
所
在
を
爲
す
を
見
ざ
ら
使
め
ん
」
と
。
爾
の
時
世
尊
、
復
是
の
念
を
作
し
た
ま
は
く
、「
我
今
三
十
三
天
に
於
て
、
身

を
化
し
、
極
め
て
広
大
な
ら
使
め
ん
」
と
。
爾
の
時
、
天
上
の
善
法
講
堂
に
、
金
石
の
縦
広
一
由
旬
な
る
有
り
、
爾
の
時
世
尊
、
石
上
に
結
跏
趺
坐
し
、
石
上
に
遍
滿
し
た

ま
ひ
ぬ（

（
（

。

と
あ
る
。
亡
母
と
の
再
開
後
、
説
法
を
し
、
帰
還
の
様
子
ま
で
を
主
題
と
し
た
経
典
に
『
摩
訶
摩
耶
経
』『
仏
昇
忉
利
天
為
母
説
法
経
』
ま
で
あ
る
（
中
国
撰
述
と
思
わ
れ
る
）。

と
も
か
く
ブ
ッ
ダ
は
三
ヶ
月
間
天
界
に
滞
在
し
た
あ
と
地
上
世
界
に
戻
る
。
戻
る
際
に
梵
天
た
ち
が
天
上
か
ら
地
上
へ
と
宝
石
か
ら
成
る
三
本
の
階
段
を
現
出
（
三
道
宝
階
）
し
、

地
上
世
界
に
帰
還
す
る
。
そ
の
あ
り
さ
ま
は
仏
伝
彫
刻
に
多
数
描
か
れ
た
。
マ
ー
ヤ
ー
夫
人
の
居
住
す
る
天
界
は
三
十
三
天
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
地
上
世
界
に
降
下
す
る
ゆ

二
三



大
正
大
學
研
究
紀
要　

第
九
十
四
輯

え
、
こ
の
場
面
は
〈
従
三
十
三
天
降
下
〉
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

帰
還
し
た
場
所
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
『
雑
阿
含
経
』
に
、

◦
佛
、
目
揵
連
に
告
げ
た
ま
は
く
「
汝
、
彼
れ
に
還
つ
て
閻
浮
提
の
人
に
語
る
べ
し
。
却
つ
て
後
七
日
に
し
て
、
世
尊
は
当
に
三
十
三
天
よ
り
閻
浮
提
の
僧
迦
舎
城
な
る
外
門

の
外
の
優
曇
鉢
樹
の
下
へ
還
へ
り
た
ま
ふ
べ
し
」
と
。
尊
者
大
目
揵
連
、
世
尊
の
教
を
受
け
即
ち
三
昧
に
入
れ
り
。
譬
へ
ば
力
士
の
臂
を
屈
伸
す
る
が
如
き
頃
に
、
三
十
三

天
よ
り
没
し
て
閻
浮
提
に
至
り
諸
の
四
衆
に
告
ぐ
ら
く
「
諸
人
当
に
知
る
べ
し
。
世
尊
は
却
つ
て
復
七
日
に
し
て
、
三
十
三
天
よ
り
閻
浮
提
の
僧
迦
舎
城
な
る
門
外
の
外
の

優
曇
鉢
樹
の
下
に
還
へ
り
た
ま
は
ん
」
と
。
期
せ
る
が
如
く
七
日
に
し
て
世
尊
は
三
十
三
天
よ
り
閻
浮
提
の
僧
迦
舎
城
な
る
優
曇
鉢
樹
の
下
に
下
り
た
ま
へ
り
。

◦
又
復
た
如
來
天
上
に
在
り
て
母
の
与
め
に
説
法
す
。
時
に
我
れ
亦
中
に
在
り
、
母
の
与
め
に
説
法
し
竟
り
て
諸
天
衆
を
将
ゐ
、
天
上
従
り
来
り
て
僧
迦
奢
国
に
下
り
た
ま
ふ
。

時
に
我
れ
此
の
二
事
を
見
た
り
。
天
人
は
福
楽
を
受
け
、
優
波
羅
比
丘
尼
は
転
輪
聖
王
に
化
作
し
て
無
量
の
眷
属
を
将
ゐ
空
に
乗
じ
て
来
り
世
尊
の
所
に
詣
で
た
り（

（
（

。

と
、
あ
る
よ
う
に
、「
僧
迦
舎
城
」
も
し
く
は
「
僧
迦
舎
国
」
と
さ
れ
る
。
後
者
の
く
だ
り
に
対
応
す
る
も
の
は
『
デ
ィ
ビ
ヤ
・
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ま
た
大
王
よ
、
尊
師
が
三
十
三
天
で
安
居
に
入
り
、
生
母
に
教
え
を
説
き
、
天
人
の
集
ま
り
に
取
り
囲
ま
れ
、
サ
ー
ン
カ
ー
シ
ュ
ヤ
の
街
に
降
り
て
く
る
時
、
私
は
そ
の
時

そ
の
場
所
に
い
た
。
私
は
ウ
ト
パ
ラ
ヴ
ァ
ル
ナ
ー
（
尼
）
が
天
人
、
人
間
あ
る
い
は
転
輪
聖
王
に
変
身
す
る
の
を
見
た（

（
（

。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
増
一
阿
含
経
』
に
も
、

目
連
、
汝
世
間
に
還
れ
。
却
っ
て
後
七
日
に
し
て
、
如
来
は
当
に
僧
迦
尸
国
の
大
池
の
水
側
に
往
く
べ
し
と
。
是
の
時
目
連
、
臂
を
屈
伸
す
る
頃
に
、
還
つ
て
舎
衞
城
祇
樹

給
孤
独
園
に
詣
り
、
四
部
衆
に
往
詣
し
て
、
之
に
告
げ
て
曰
く
、「
諸
賢
、
当
に
知
る
べ
し
。
却
っ
て
後
七
日
に
し
て
、
如
来
は
当
に
来
下
し
て
、
閻
浮
里
地
の
僧
迦
尸
の

大
池
の
水
側
に
至
り
た
ま
ふ
べ
し
」
と
。
爾
の
時
四
部
衆
、
此
の
語
を
聞
き
巳
つ
て
、
歓
喜
踊
躍
し
て
自
ら
勝
ふ
る
こ
と
能
は
ず
。
是
の
時
波
斯
匿
王
・
優
填
王
・
悪
生
王
・

優
陀
延
王
・
頻
毘
娑
羅
王
、「
如
来
は
却
っ
て
七
日
に
し
て
、
当
に
僧
迦
尸
国
の
大
池
の
水
側
に
至
り
た
ま
ふ
べ
し
」
と
聞
き
、
極
め
て
歓
喜
を
懐
き
、
自
ら
勝
ふ
る
こ
と

能
は
ず（

（
（

。

と
あ
り
、
帰
還
地
点
と
さ
れ
る
サ
ー
ン
カ
ー
シ
ュ
ヤ
（sā ṃ

kā ṥya

）
は
現
在
の
イ
ン
ド
、
ウ
ッ
タ
ラ
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
フ
ァ
ル
カ
バ
ー
ド
（Farrukhabad

）
地
区
に
位

置
す
る（

（
（

。
こ
こ
は
ブ
ッ
ダ
の
生
涯
の
う
ち
で
も
〈
八
大
仏
蹟
〉
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

そ
の
三
。異
母
弟
ナ
ン
ダ
を
帰
依
さ
せ
る
た
め
に
、ブ
ッ
ダ
は
ナ
ン
ダ
を
連
れ
て
天
界
、地
獄
を
見
せ
る
。こ
の
話
は
紀
元
前
後
に
生
存
し
、
美
文
体
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
𧦅
い

上
げ
た
仏
教
詩
人
馬
鳴
の『
サ
ウ
ン
ダ
ラ
ナ
ン
ダ
』で
扱
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
原
始
経
典
の『
増
一
阿
含
経
』で
は
天
界
、地
獄
双
方
を
訪
問
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

◦
爾
の
時
世
尊
、
臂
を
屈
伸
す
る
が
如
き
頃
に
、
彼
の
山
よ
り
現
せ
ず
し
て
便
ち
三
十
三
天
に
至
り
た
ま
へ
り
。
爾
の
時
三
十
三
天
上
の
諸
天
普
く
善
法
講
堂
に
集
る
。
善
法

講
堂
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ざ
る
に
復
宮
殿
有
り
、
五
百
の
玉
女
自
ら
相
娯
楽
す
。
純
ら
女
人
有
つ
て
男
子
有
る
こ
と
な
し
。
爾
の
時
難
陀
遙
に
五
百
の
天
女
の
倡
伎
楽
を
作

し
、
自
ら
相
娯
楽
す
る
を
見
、
見
巳
つ
て
世
尊
に
問
う
て
曰
さ
く
、「
此
れ
は
是
れ
何
等
ぞ
、
五
百
の
天
女
倡
伎
楽
を
作
し
て
自
ら
相
娯
楽
す
る
や
」
と
。

二
四



初
期
イ
ン
ド
仏
教
に
み
る
天
界
と
出
家

◦
爾
の
時
世
尊
便
ち
是
の
念
を
作
し
た
ま
は
く
、「
我
今
当
に
火
を
以
て
難
陀
の
火
を
滅
す
べ
し
」
と
。
猶
し
力
人
の
臂
を
屈
伸
す
る
が
如
き
頃
に
、
世
尊
は
右
手
に
難
陀
の

臂
を
執
へ
、
将
ひ
て
地
獄
の
中
に
至
り
た
ま
へ
り（

（（
（

。

し
か
し
『
サ
ウ
ン
ダ
ラ
ナ
ン
ダ
』
で
は
天
界
の
み
を
描
写
す
る
。
実
際
は
ナ
ン
ダ
を
仏
門
に
入
れ
る
と
い
う
筋
で
あ
る
が
、
天
界
、
地
獄
と
い
う
他
界
訪
問
譚
を
削
除
し
て
し

ま
う
な
ら
、
ナ
ン
ダ
の
出
家
話
は
実
に
物
語
性
の
な
い
単
調
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
う
し
た
三
種
の
ブ
ッ
ダ
自
身
に
ま
つ
わ
る
天
界
往
来
に
関
す
る
伝
承
は
、
当
然
な
が
ら
仏
弟
子
や
そ
の
後
の
生
天
説
、
仏
教
教
義
に
も
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。

小　

結

仏
教
に
お
け
る
生
天
説
や
天
界
志
向
は
在
家
者
だ
け
に
限
っ
た
も
の
で
な
く
、
以
上
の
よ
う
に
出
家
の
修
行
論
に
ま
で
多
数
認
め
ら
れ
た
。
ブ
ッ
ダ
の
出
家
の
目
的
で
さ
え
仏

伝
の
『
方
広
大
荘
厳
経
』
に
よ
れ
ば
、
妻
の
ヤ
シ
ョ
ー
ダ
ラ
ー
か
ら
み
る
と
、

何
が
故
に
、
今
日
、
独
り
我
を
捨
て
て
去
り
た
ま
ふ
や
。
車
匿
、
太
子
若
し
は
天
に
生
れ
ん
が
爲
に
、
諸
の
苦
行
を
修
し
て
、
諸
の
天
女
を
求
め
た
ま
ふ
か
。
然
る
に
彼
の

天
女
は
、
何
ぞ
必
ず
し
も
求
む
可
け
ん
。
乃
し
王
位
を
捨
て
、
及
び
我
等
を
棄
て
た
ま
へ
り
。
車
匿
、
我
は
実
に
独
り
自
ら
天
に
生
ま
る
る
こ
と
を
願
は
ず
。
亦
自
ら
人
間

の
妙
楽
を
求
め
ず
。
願
は
く
ば
我
が
主
と
与
に
、
生
生
の
処
、
恒
に
夫
婦
と
作
つ
て
、
還
つ
て
向
の
時
の
如
く
、
勝
れ
た
る
果
報
を
受
け
ん
と（

（
（

。

と
、
私
を
捨
て
て
、
修
行
に
よ
っ
て
神
通
力
を
獲
得
し
、
天
女
と
一
緒
に
な
る
た
め
で
は
な
い
か
と
み
る
も
の
す
ら
あ
る
。
妻
ヤ
シ
ョ
ー
ダ
ラ
ー
の
こ
う
し
た
憶
測
は
出
家
修
行

二
五

註
（1）
拙
稿
「
浄
飯
王
の
晩
年―
父
子
再
会―

」（『
三
康
文
化
研
究
所
年
報
』
第
三
四
号
、

平
成
十
五
年
）、
一
〇
八
頁
参
照
。

（2）Jā.I.88.　
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
全
集
』
Ⅰ
、
一
〇
一
頁
参
照
。

（3）
『
善
見
律
毘
婆
沙
』、
大
正
蔵
二
四
、七
九
一
頁
上
。

（4）『
雑
阿
含
経
』、大
正
蔵
二
、一
三
四
頁
上
。
拙
稿「
マ
ー
ヤ
ー
夫
人
の
死
と
ブ
ッ
ダ
」

（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
第
八
七
号
、
平
成
十
四
年
）、
二
九
頁
〜
三
〇
頁
参
照
。

（5）
『
増
一
阿
含
経
』、
大
正
蔵
二
、七
〇
五
頁
中
。

（6）
『
雑
阿
含
経
』、
大
正
蔵
二
、一
三
四
頁
下
、
一
六
九
頁
下
。

（7）D
ivy(V).258.　

平
岡
聡
訳
『
ブ
ッ
ダ
が
謎
解
く
三
世
の
物
語―

『
デ
ィ
ヴ
ィ
ヤ
・

ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
』
全
訳―

』
下
、
平
成
十
九
年
、
大
蔵
出
版
、
一
三
〇
頁
参
照
。

（8）
『
増
一
阿
含
経
』、
大
正
蔵
二
、七
〇
七
頁
上
。

（9）
白
石
凌
海
『
仏
陀
を
歩
く
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
）、
平
成
十
六
年
、
二
二
二
頁

参
照
。

（10）
『
増
一
阿
含
経
』、
大
正
蔵
二
、五
九
一
頁
下
。
五
九
二
頁
上
。
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と
は
バ
ラ
モ
ン
の
よ
う
に
生
天
が
目
的
と
映
っ
た
と
し
て
も
奇
異
で
な
い
。

従
来
、
禅
定
理
論
に
三
界
説
を
導
入
し
た
の
は
観
念
の
遊
戯
で
、
い
た
ず
ら
に
教
義
を
複
雑
化
さ
せ
た
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
禅
定
に
は
煩
悩
を
鎮
め
る
は
た
ら

き
以
外
に
、
天
界
飛
翔
と
い
う
も
う
一
つ
の
要
素
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
禅
定
と
三
界
説
の
組
み
合
わ
せ
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
教
義
学
者
が
そ
の
仕
組
み
を
整
理
し
た
だ
け
に
す
ぎ
な

い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

「
四
沙
門
果
」
と
い
う
修
行
の
最
終
段
階
に
ま
で
生
天
説
が
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
仏
教
本
来
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
明
ら
か
に
逸
脱
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
出
家
に
も
天
界
志

向
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
最
終
的
に
解
脱
に
到
達
す
る
な
ら
ば
、
よ
い
と
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

『
婆
沙
論
』
に
は
具
体
的
に
天
界
（
三
十
三
天
）
の
構
成
部
分
と
実
践
徳
目
と
を
対
比
し
た
記
述
ま
で
み
ら
れ
る
。

生
の
天
と
は
三
十
三
天
を
謂
ひ
、
彼
に
四
苑
有
り
て
荘
厳
殊
妙
な
り
。
一
に
衆
車
と
名
け
、
二
に
麁
悪
と
名
け
、
三
に
歓
喜
と
名
け
、
四
に
雑
林
と
名
く
。
是
く
の
如
き
四

苑
の
四
衢
の
道
有
り
て
、
天
の
諸
の
婇
女
は
其
の
中
に
遊
集
し
、
諸
の
勝
れ
た
る
美
人
は
中
に
於
て
遊
止
し
、
種
種
の
音
楽
は
恒
時
に
撃
奏
し
、
種
種
の
餚
膳
飲
食
を
安
置

し
、
宝
樹
行
列
し
、
枝
條
蔭
映
し
、
花
葉
茂
盛
し
、
香
気
氛
氳
し
、
果
実
繁
多
に
し
て
、
光
浄
甘
美
な
り
。
欲
す
る
に
随
ひ
て
変
ず
る
鳥
の
雅
韻
は
和
鳴
す
。
諸
天
は
中
に

於
て
諸
の
欲
楽
を
受
け
、
遊
戯
既
に
畢
れ
ば
相
与
に
苑
に
入
る
。
此
の
正
法
毘
奈
耶
中
に
於
て
択
滅
涅
槃
は
彼
の
天
苑
の
如
く
、
四
妙
靜
慮
は
四
衢
道
の
如
く
、
通
明
の
婇

女
其
の
中
に
遊
集
し
、
解
脱
無
礙
の
美
人
は
遊
止
し
、
三
蔵
の
音
楽
は
恒
時
に
撃
奏
し
、
浄
喜
の
餚
膳
飲
食
を
安
置
し
、
菩
提
分
法
の
宝
樹
は
行
列
し
、
無
量
・
解
脱
・
勝

処
・
遍
処
の
枝
條
は
蔭
映
し
、
覚
支
・
道
支
の
花
葉
は
茂
盛
し
、
諸
の
妙
な
る
浄
戒
の
香
気
は
氛
氳
し
、
諸
の
沙
門
果
の
光
浄
甘
美
な
り
。
学
と
無
学
と
の
欲
す
る
に
随
ひ

て
変
ず
る
鳥
の
雅
韻
は
和
鳴
し
、
衆
聖
は
中
に
於
て
勝
定
の
楽
を
受
け
、
遊
戯
既
に
畢
れ
ば
倶
に
涅
槃
に
入
る（

（
（

。

こ
れ
を
図
式
化
す
れ
ば
、

択
滅
涅
槃―

―

天
苑

四
妙
靜
慮―

―

四
衢
道

通
明　
　

―
―

婇
女

解
脱
無
礙―
―

美
人

三
蔵　
　

―
―

音
樂

浄
喜　
　

―
―

餚
膳
飲
食

菩
提
分
法―

―

宝
樹

無
量
・
解
脱
・
勝
処
・
遍
処―

―

枝
條

覚
支
・
道
支―

―

花
葉

二
六



初
期
イ
ン
ド
仏
教
に
み
る
天
界
と
出
家

浄
戒　
　

―
―

香

沙
門
果　

―
―

光
浄
甘
美

学
・
無
学―

―

鳥

衆
聖　
　

―
―

勝
定
の
楽

涅
槃　
　

―
―

遊
戯
の
尽

と
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
出
家
と
天
界
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
事
情
は
原
始
仏
教
、
部
派
仏
教
だ
け
で
は
な
い
。
大
乗
に
お
い
て
も
大
乗
の
修
行
者
で
あ
る
菩

薩
と
生
天
と
の
関
わ
り
は
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
く
。
た
と
え
ば
『
八
千
頌
般
若
経
』
に
よ
る
と
、
菩
薩
は
生
天
（
こ
こ
で
は
再
三
の
死
を
意
味
す
る
）
を
繰
り
返
す
こ
と
に

よ
っ
て
解
脱
に
向
か
う
と
次
の
よ
う
に
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
不
退
転
の
菩
薩
大
士
た
ち
は
欲
界
に
属
す
る
諸
天
界
で
死
に
、
あ
る
い
は
色
界
に
属
す
る
諸
天
界
、
無
色
界
に
属
す
る
諸
天
界
で
死
ん
で
、

ま
さ
に
こ
の
ジ
ャ
ム
ド
ゥ
ヴ
ィ
ー
パ
の
中
国
地
方
に
生
ま
れ
か
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
地
方
で
は
、
人
々
は
技
芸
に
巧
み
で
あ
り
、
美
文
学
に
巧
み
で
あ
り
、
聖
頌

に
巧
み
で
あ
り
、
呪
文
に
巧
み
で
あ
り
、
論
書
に
巧
み
で
あ
り
、
予
言
に
巧
み
で
あ
り
、
法
義
に
巧
み
な
の
で
あ
る
。
わ
ず
か
な
（
菩
薩
大
士
た
ち
）
が
辺
境
の
国
々
に
生

ま
れ
か
わ
っ
て
く
る
が
、
大
部
分
は
中
国
地
方
に
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る（

（
（

。

こ
れ
は
輪
廻
の
世
界
に
あ
る
衆
生
を
救
う
た
め
に
、
自
分
は
天
界
で
の
死
を
繰
り
返
し
た
の
ち
、
さ
と
り
に
達
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を

説
く『
無
量
寿
経
』に
も
天
界
の
観
念
の
反
映
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
法
蔵
菩
薩
が
あ
ら
ゆ
る
衆
生
の
往
生
を
誓
う
に
際
し
、往
生
す
べ
き
浄
土
の
こ
と
を「
天
界
の
道
」（svarga

―
patha

）
と
表
現
す
る
こ
と
が
あ
る
。

よ
く
輝
け
る
大
き
な
眼
を
あ
け
、
す
べ
て
の
人
び
と
の
闇
を
破
り
、
困
難
な
処
を
残
り
な
く
取
り
除
き
て
、
無
限
の
威
光
で
あ
る
天
界
へ
の
道
に
（
人
び
と
を
）
導
く
で
あ

ろ
う（

（
（

。

こ
れ
は
「
四
誓
偈
」（
重
誓
偈
）
の
中
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
漢
訳
『
無
量
寿
経
』
で
は
「
善
趣
の
門（

（
（

」
と
あ
っ
て
「
天
」
の
語
が
訳
出
さ
れ
て
な
い
。
し
か
し
わ
ず
か
に
一

例
だ
け
で
あ
ろ
う
と
、
こ
の
よ
う
に
「
天
界
の
道
」
と
表
現
さ
れ
た
こ
と
は
、
浄
土
教
が
そ
れ
以
前
の
仏
教
か
ら
展
開
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
重
要
な
痕
跡
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
初
期
仏
教
以
来
の
天
界
と
出
家
と
の
関
わ
り
は
大
乗
に
も
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

た
だ
イ
ン
ド
仏
教
で
も
六
世
紀
頃
に
な
る
と
、
仏
教
で
説
く
生
天
説
は
バ
ラ
モ
ン
教
と
区
別
が
つ
か
ず
、
邪
説
だ
と
す
る
見
解
が
提
示
さ
れ
る
。
そ
れ
を
主
張
し
た
の
は
衆
賢

（
サ
ン
ガ
バ
ド
ラ
）
で
あ
り
、
彼
は
「
天
随
念
」
に
関
連
し
て
生
天
を
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
何
に
縁
つ
て
天
を
礼
す
る
に
穢
に
順
じ
浄
を
違
す
る
や
。」
若
し
近
事
、
天
神
を
礼
す
る
こ
と
を
楽
し
め
ば
、
便
ち
外
道
等
と
差
別
な
し
。
邪
徒
の
所
作
の
業
を
愛
楽
す
る

が
故
に
、
又
若
し
近
事
天
神
を
礼
敬
す
れ
ば
、
則
ち
応
に
天
を
讃
す
る
邪
論
を
愛
重
す
べ
し
。
便
ち
愛
楽
し
て
天
を
敬
ふ
邪
徒
と
同
じ
く
尸
羅
を
禀
け
、
諸
の
労
侶
を
作
し
、

二
七



大
正
大
學
研
究
紀
要　

第
九
十
四
輯

此
の
方
便
に
由
つ
て
邪
師
に
習
近
し
、
悪
趣
に
堕
す
る
因
、
漸
や
く
堅
く
増
益
な
り
。
此
れ
従
り
展
転
し
て
乃
至
、
多
生
亦
多
く
、
是
く
の
如
き
邪
行
を
行
ず
る
こ
と
を
楽

し
む
。
又
若
し
諸
の
邪
の
天
神
を
礼
敬
す
れ
ば
、
此
れ
因
つ
て
便
ち
如
来
の
聖
教
を
憎
み
、
邪
の
天
神
を
敬
は
ざ
る
者
無
き
を
以
て
、
佛
の
功
徳
を
聞
い
て
、
憤
恚
の
心
を

生
じ
、
乍
ち
処
中
の
心
に
憎
愛
な
か
る
べ
し
。
又
過
失
の
礼
敬
に
於
て
心
を
持
ち
、
必
定
し
て
功
徳
の
敬
ふ
者
を
怨
嫌
す（

（
（

。

こ
れ
に
よ
る
と
、生
天
説
は
外
道
と
同
じ
こ
と
で
あ
り
、「
如
来
の
聖
教
」
を
憎
む
結
果
に
な
る
と
い
う
。
た
し
か
に
こ
う
し
た
問
題
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、

生
天
説
は
初
期
イ
ン
ド
仏
教
以
来
、
出
家
に
ま
で
説
か
れ
、
出
家
自
身
に
も
生
天
願
望
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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